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JAグループの牛代用乳は
国産脱脂粉乳100％*

生乳の需給改善に取り組みます

＊令和5年3月末製造時点
新型コロナウイルスの発生以降、学校給食牛乳の一時供給停止、インバウンド需要
の減少に伴い、牛乳・乳製品の需給は大きく乱れています。酪農家で搾った生乳は
長期保存ができないため、比較的保存期間が長い脱脂粉乳やバターへの加工を実
施してきましたが、こちらも需要が追い付かない状況でした（令和4年5月には脱脂粉

乳が過去最高の104千トンの在庫）。JAグループでは新型コロナウイルスが発生し
た令和2年度以降、生産者・乳業メーカー・国からの財源を活用し、牛代用乳で使用
する脱脂粉乳について、積極的に国産品への切替をおこなっています。今後は国産
脱脂粉乳の在庫状況・海外からの輸入品の情勢によって、産地は変更になる可能
性がありますが、引き続き生乳の需給改善に取り組んでいきます。
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新企画

新企画

　長引くコロナ禍の影響による牛乳・乳製品の消費低迷や

飼料価格の高騰などにより、酪農を取り巻く環境はかつて

ないほど厳しい状況にあります。そんな中でも消費者に美

味しい牛乳を届けるため、日々懸命な努力を続ける酪農家

の皆さんに心から感謝しています。

　ミルクゴッドは毎日、これまでよりも１杯多く飲んで、酪

農家の皆さんを応援します！！ また、農水省の「生乳でス

マイルプロジェクト」には、イトーヨーカ堂やライフなど大手

量販店も参加し消費拡大を後押しするなど、酪農の応援の

輪が全国に広がっています。

一杯多くのんでもらえるとうれいしいです。

頑張
る酪農家の皆さまへ

ニッポンの美味しいを共に創る

MILK JAPAN × JA全農 コラボ

一杯多くのんでもらえるとうれしいです。

頑張る酪農家の皆さまへ

JA

　長引くコロナ禍の影響による牛乳・乳製品の消費低迷や飼料価

格の高騰などにより、酪農を取り巻く環境はかつてないほど厳しい

状況にあります。そんな中でも消費者に美味しい牛乳を届けるため、

日々懸命な努力を続ける酪農家の皆さんに心から感謝しています。

　ミルクジャパンと全農は、毎日これまでよりも１杯多く飲んで、酪

農家の皆さんを応援します！！ また、農水省の「牛乳でスマイルプ

ロジェクト」では酪農乳業の関係者だけでなく、食品メーカーや量

販店など、200 を超す多くの組織や企業にご参加いただき酪農の

応援の輪が全国に広がっています。

【ミルクゴッド】
ミルクゴットとは、一般社団法人中央酪農会議が
展開する牛乳消費促進のプロジェクト「MILK 
JAPAN」のキャラクターです。ミルクの神様ミル
クゴッドが人々からの相談に答えながら牛乳や
乳製品の魅力を伝えています。

こたえてミルクゴッド
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浦
部
牧
場
の
飼
養
頭
数
は
約
2
2
5
頭
（
経

産
牛
約
1
3
0
頭
、
初
妊
・
育
成
牛
約
95
頭
）

で
、
年
間
出
荷
乳
量
は
1
1
6
6
t
。
牧
場

の
総
農
地
面
積
は
1
7
5
ha
で
、
広
大
な
牧

草
地
の
管
理
を
含
め
て
、
代
表
の
浦
部
雄
一

さ
ん
（
45
）
を
中
心
に
妻
・
真
理
子
さ
ん
、
父
・

戸
良
夫
さ
ん
、
母
・
多
恵
子
さ
ん
、
従
業
員

2
人
の
6
人
で
経
営
す
る
。

　
放
牧
を
活
用
す
る
酪
農
家
は
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
管
内
に
も
多
く
い
る
が
、
頭
数
が
増
え

る
と
、放
牧
地
の
確
保
や
管
理
、牧
柵
の
整
備
、

牛
の
移
動
な
ど
の
労
働
負
担
が
増
え
る
た
め
、

搾
乳
牛
が
80
頭
を
超
す
と
通
年
舎
飼
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
多
い
。
浦
部
牧
場
が
保
有
し

て
い
る
草
地
は
河
川
に
近
い
湿
地
が
多
く
、

積
極
的
に
草
地
更
新
を
行
っ
て
も
台
風
等
で

頻
繁
に
冠
水
し
、
翌
年
に
は
雑
草
が
繁
茂
し

て
し
ま
う
た
め
、
植
生
の
維
持
が
非
常
に
難

し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
泥
濘
化

に
よ
り
収
穫
作
業
機
械
が
圃
場
に
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
収
穫
作
業
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

条
件
不
利
地
に
対
し
、
機
械
作
業
が
困
難
な

圃
場
は
放
牧
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
有

持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
旧
搾
乳
牛
舎
は
乾
乳
舎
と
し
て
利
用
し
て

い
た
が
、
17
年
3
月
に
積
雪
の
た
め
全
壊
し

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
J
A
担
当
者
と
先

進
的
な
牧
場
を
視
察
し
、
19
年
2
月
に
フ
リ
ー

バ
ー
ン
方
式
の
乾
乳
舎
を
新
設
。
哺
育
牛
も

飼
養
で
き
る
よ
う
別
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
。

換
気
扇
か
ら
外
気
を
導
入
し
、
チ
ュ
ー
ブ
状

の
排
気
ダ
ク
ト
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入

れ
る
陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
呼
吸
器
系
の
疾
患
に
か
か
る
こ
と
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
J
A
預
託
セ
ン
タ
ー
へ
預

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
浦
部
牧
場
で
は
約
1
1
0
ha
分
の
牧
草
収

穫
作
業
を
地
域
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
委
託
。

他
に
も
、Ｊ
Ａ
預
託
事
業
や
町
営
育
成
牧
場
を

活
用
し
た
哺
育
育
成
牛
の
管
理
外
部
化
な
ど
、

一
部
作
業
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
で
労
働

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
家
族
の
労
働
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
作
業
や
時
間
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
実
践

し
て
い
る
。

　
搾
乳
牛
舎
の
新
設
に
あ
わ
せ
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
も
導
入
し
た
。
搾
乳
牛
に
は
万
歩
計
を
装

　
浦
部
牧
場
は
1
9
4
0
年
に
祖
父
が
今
と

は
別
の
場
所
に
入
植
し
、
70
年
に
父
が
後
を

継
い
だ
。
75
年
に
80
床
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
を
新
設
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
現
在
地

に
移
転
。
60 

ha
の
農
地
を
借
用
（
後
に
購
入
）

し
た
ほ
か
、
離
農
農
地
も
30 

ha
ほ
ど
取
得
し

規
模
を
拡
大
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
、
電
気
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
に
就
農
。Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
が
後

継
者
向
け
に
設
け
た
「
吾
久
里
塾
」
や
そ
こ

で
知
り
合
っ
た
同
年
代
の
酪
農
後
継
者
ら
か

ら
酪
農
を
学
ん
だ
。

　
12
年
頃
に
は
搾
乳
頭
数
が
1
0
0
頭
を
超

え
、
生
乳
出
荷
量
は
年
約
8
2
0
t
ま
で
増

産
し
た
。
し
か
し
、
施
設
容
量
以
上
の
飼
養

密
度
と
な
り
、
乳
房
炎
の
増
加
や
蹄
病
の
発

症
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年

に
木
造
の
1
3
0
床
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

（
搾
乳
舎
）
を
新
設
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
「
木

造
牛
舎
は
断
熱
効
果
と
保
温
、
湿
度
の
調
整

機
能
に
優
れ
て
い
て
、
快
適
な
牛
舎
環
境
が

確
保
さ
れ
る
と
聞
い
た
た
め
に
導
入
し
た
」

と
い
う
。
結
露
が
な
く
、
冬
は
暖
か
く
て
糞

や
水
槽
の
水
が
凍
ら
な
い
。
乳
牛
の
体
調
維

着
し
繁
殖
管
理
精
度
を
向
上
。
さ
ら
に
、
牛

群
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
勘
や
経
験
に
頼
っ

て
い
た
管
理
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
繁
殖
に
関
す
る
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
。

「
発
情
予
定
日
」「
授
精
対
象
牛
」
な
ど
、
観

察
が
必
要
な
牛
の
耳
票
4
桁
を
搾
乳
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
搾

乳
中
に
見
え
る
位
置
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
記
載
し
て
情
報
の
共
有
と
見
え
る
化
を

図
っ
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
観
察
が
必
要

な
牛
を
明
確
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
発
情
発

見
率
や
繁
殖
成
績
の
向
上
が
図
れ
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
や
除
糞
ス
ク

レ
イ
パ
ー
も
活
用
。
そ
れ
ま
で
は
餌
押
し
が

1
日
5
回
、
除
糞
作
業
は
1
日
2
回
実
施
し
、

作
業
時
間
は
1
時
間
〜
1
時
間
30
分
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
。
導
入
後
は
作
業
時
間
が
削
減

さ
れ
、
個
体
管
理
に
あ
て
る
時
間
が
増
え
、

繁
殖
管
理
の
精
度
向
上
や
疾
病
の
早
期
発
見

が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
個
体

乳
量
は
就
農
当
時
（
05
年
）
の
6
2
0
0
㎏

か
ら
、
22
年
に
は
9
2
5
0
㎏
と
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
。

　
浦
部
牧
場
で
は
25
年
の
年
間
個
体
乳
量
目

給
飼
料
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
購
入
飼

料
の
使
用
量
を
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
の
低
減

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

効
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
放
牧
は
5
月
中
旬
〜
10
月
下
旬
ま
で
。
搾

乳
後
の
午
前
7
時
半
頃
〜
午
後
3
時
ま
で
実

施
。
放
牧
地
は
日
ご
と
に
変
更
し
て
、
草
丈

が
短
い
う
ち
に
採
食
さ
せ
る
こ
と
で
栄
養
価

や
嗜
好
性
の
向
上
を
図
り
、
自
給
飼
料
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

放
牧
に
よ
り
草
や
土
な
ど
や
わ
ら
か
い
地
面

に
接
す
る
時
間
が
長
く
、
横
臥
も
自
由
に
で

き
る
環
境
の
た
め
、
蹄
の
負
担
軽
減
や
血
流

量
の
増
加
に
寄
与
し
、
蹄
病
の
低
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
放
牧
の
実
践
に
加
え
て
牛

舎
内
の
環
境
向
上
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、

2
0
2
1
年
12
月
時
点
の
平
均
産
次
数
は
2
・

9
産
と
全
道
平
均
（
2
.
4
産
）
よ
り
高
い
数

字
を
実
現
。
5
産
以
上
の
割
合
も
19
％
と
全

道
平
均
（
10
%
）
よ
り
高
く
、
長
命
連
産
の

牛
群
と
な
っ
て
い
る
。

　
配
合
飼
料
な
ど
購
入
飼
料
費
が
高
騰
す
る

中
、
粗
飼
料
は
全
量
自
家
産
で
、
飼
料
費
を

低
減
。
濃
厚
飼
料
は
ホ
ク
レ
ン
の
配
合
飼
料

と
道
産
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な
ど
を
購
入
し
て
、Ｔ

Ｍ
Ｒ（
完
全
混
合
飼
料
）
と
し
て
牛
に
与
え
て

い
る
。
J
A
や
ホ
ク
レ
ン
担
当
者
と
と
も
に

牛
群
観
察
を
行
い
、
給
与
頭
数
に
見
合
っ
た

採
食
量
に
な
っ
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
個
体
乳
量
や
乳
成
分
を
確
認
し
て
設
計

内
容
を
調
整
し
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
自

北海道別海町にある浦部牧場は、放牧とフリーストール牛舎を組み合わせた飼養管理で、

年間個体乳量約9000㎏の成績を実現している。保有する草地は河川に近い湿地帯が多く

採草地としては不利であるものの、草地管理の工夫、データやICT機器を活用した効率化・省力化を進め、

労働時間を減らし、ゆとりある酪農経営を実現している。

ゆとりある酪農経営の実現へ
放牧 フリーストール牛舎と で浦部牧場

一生懸命

北海道別海町

浦部雄一
さん（中央

）と

妻・真理子
さん（左か

ら2人目）
ら

家族と従
業員

万歩計を導入

住所：北海道野付郡別海町
作業従事者：6人
飼養頭数：225頭（経産牛130頭、
　　　　 初妊・育成牛95頭）
農地面積：175ha

浦部牧場

条
件
不
利
地
を
放
牧
に
活
用

長
命
連
産
も
実
現

広大な放牧地、採草地を有する浦部牧場

30haで毎日場所を変えて放牧

標
を
1
万
㎏
に
し
て
い
る
。
重
点
と
し
て
い

る
の
が
①
放
牧
酪
農
の
継
続
（
牛
の
健
康
増

進
・
長
命
連
産
の
実
現
な
ど
）②
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
の
重
視
（
快
適
性
に
配
慮
し
た
家

畜
の
飼
養
管
理
）
だ
。
こ
の
2
点
を
飼
養
管

理
の
基
本
と
し
て
初
産
牛
の
能
力
向
上
を
図

る
。

　
雄
一
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
40
回
全

農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
そ
の
際
「
現
在
の
北
海
道
の
酪
農

情
勢
は
、
生
乳
出
荷
抑
制
を
は
じ
め
、
配
合

飼
料
や
肥
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
個
体

販
売
価
格
の
下
落
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
る
」
と
現
状
を
分
析
。
し
か

し
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
情

勢
で
も
牛
を
健
康
に
飼
う
と
い
う
酪
農
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
。
放
牧
を
中
心
と
し
た
牛

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
一
番
に
考
え
た
長
命

連
産
の
経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

10
年
後
も
自
然
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
か
っ
て

家
族
や
地
域
の
仲
間
、Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
な

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
発
表
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は

揺
る
が
ず
、
家
族
と
も
共
有
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
酪
農
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
、
家

族
や
仲
間
と
と
も
に
日
々
挑
戦
を
続
け
て
い

く
覚
悟
だ
。

放牧地は毎日変更する

お
う 

が
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浦
部
牧
場
の
飼
養
頭
数
は
約
2
2
5
頭
（
経

産
牛
約
1
3
0
頭
、
初
妊
・
育
成
牛
約
95
頭
）

で
、
年
間
出
荷
乳
量
は
1
1
6
6
t
。
牧
場

の
総
農
地
面
積
は
1
7
5
ha
で
、
広
大
な
牧

草
地
の
管
理
を
含
め
て
、
代
表
の
浦
部
雄
一

さ
ん
（
45
）
を
中
心
に
妻
・
真
理
子
さ
ん
、
父
・

戸
良
夫
さ
ん
、
母
・
多
恵
子
さ
ん
、
従
業
員

2
人
の
6
人
で
経
営
す
る
。

　
放
牧
を
活
用
す
る
酪
農
家
は
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
管
内
に
も
多
く
い
る
が
、
頭
数
が
増
え

る
と
、放
牧
地
の
確
保
や
管
理
、牧
柵
の
整
備
、

牛
の
移
動
な
ど
の
労
働
負
担
が
増
え
る
た
め
、

搾
乳
牛
が
80
頭
を
超
す
と
通
年
舎
飼
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
多
い
。
浦
部
牧
場
が
保
有
し

て
い
る
草
地
は
河
川
に
近
い
湿
地
が
多
く
、

積
極
的
に
草
地
更
新
を
行
っ
て
も
台
風
等
で

頻
繁
に
冠
水
し
、
翌
年
に
は
雑
草
が
繁
茂
し

て
し
ま
う
た
め
、
植
生
の
維
持
が
非
常
に
難

し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
泥
濘
化

に
よ
り
収
穫
作
業
機
械
が
圃
場
に
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
収
穫
作
業
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

条
件
不
利
地
に
対
し
、
機
械
作
業
が
困
難
な

圃
場
は
放
牧
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
有

持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
旧
搾
乳
牛
舎
は
乾
乳
舎
と
し
て
利
用
し
て

い
た
が
、
17
年
3
月
に
積
雪
の
た
め
全
壊
し

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
J
A
担
当
者
と
先

進
的
な
牧
場
を
視
察
し
、
19
年
2
月
に
フ
リ
ー

バ
ー
ン
方
式
の
乾
乳
舎
を
新
設
。
哺
育
牛
も

飼
養
で
き
る
よ
う
別
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
。

換
気
扇
か
ら
外
気
を
導
入
し
、
チ
ュ
ー
ブ
状

の
排
気
ダ
ク
ト
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入

れ
る
陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
呼
吸
器
系
の
疾
患
に
か
か
る
こ
と
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
J
A
預
託
セ
ン
タ
ー
へ
預

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
浦
部
牧
場
で
は
約
1
1
0
ha
分
の
牧
草
収

穫
作
業
を
地
域
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
委
託
。

他
に
も
、Ｊ
Ａ
預
託
事
業
や
町
営
育
成
牧
場
を

活
用
し
た
哺
育
育
成
牛
の
管
理
外
部
化
な
ど
、

一
部
作
業
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
で
労
働

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
家
族
の
労
働
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
作
業
や
時
間
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
実
践

し
て
い
る
。

　
搾
乳
牛
舎
の
新
設
に
あ
わ
せ
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
も
導
入
し
た
。
搾
乳
牛
に
は
万
歩
計
を
装

　
浦
部
牧
場
は
1
9
4
0
年
に
祖
父
が
今
と

は
別
の
場
所
に
入
植
し
、
70
年
に
父
が
後
を

継
い
だ
。
75
年
に
80
床
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
を
新
設
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
現
在
地

に
移
転
。
60 

ha
の
農
地
を
借
用
（
後
に
購
入
）

し
た
ほ
か
、
離
農
農
地
も
30 

ha
ほ
ど
取
得
し

規
模
を
拡
大
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
、
電
気
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
に
就
農
。Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
が
後

継
者
向
け
に
設
け
た
「
吾
久
里
塾
」
や
そ
こ

で
知
り
合
っ
た
同
年
代
の
酪
農
後
継
者
ら
か

ら
酪
農
を
学
ん
だ
。

　
12
年
頃
に
は
搾
乳
頭
数
が
1
0
0
頭
を
超

え
、
生
乳
出
荷
量
は
年
約
8
2
0
t
ま
で
増

産
し
た
。
し
か
し
、
施
設
容
量
以
上
の
飼
養

密
度
と
な
り
、
乳
房
炎
の
増
加
や
蹄
病
の
発

症
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年

に
木
造
の
1
3
0
床
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

（
搾
乳
舎
）
を
新
設
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
「
木

造
牛
舎
は
断
熱
効
果
と
保
温
、
湿
度
の
調
整

機
能
に
優
れ
て
い
て
、
快
適
な
牛
舎
環
境
が

確
保
さ
れ
る
と
聞
い
た
た
め
に
導
入
し
た
」

と
い
う
。
結
露
が
な
く
、
冬
は
暖
か
く
て
糞

や
水
槽
の
水
が
凍
ら
な
い
。
乳
牛
の
体
調
維

着
し
繁
殖
管
理
精
度
を
向
上
。
さ
ら
に
、
牛

群
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
勘
や
経
験
に
頼
っ

て
い
た
管
理
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
繁
殖
に
関
す
る
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
。

「
発
情
予
定
日
」「
授
精
対
象
牛
」
な
ど
、
観

察
が
必
要
な
牛
の
耳
票
4
桁
を
搾
乳
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
搾

乳
中
に
見
え
る
位
置
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
記
載
し
て
情
報
の
共
有
と
見
え
る
化
を

図
っ
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
観
察
が
必
要

な
牛
を
明
確
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
発
情
発

見
率
や
繁
殖
成
績
の
向
上
が
図
れ
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
や
除
糞
ス
ク

レ
イ
パ
ー
も
活
用
。
そ
れ
ま
で
は
餌
押
し
が

1
日
5
回
、
除
糞
作
業
は
1
日
2
回
実
施
し
、

作
業
時
間
は
1
時
間
〜
1
時
間
30
分
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
。
導
入
後
は
作
業
時
間
が
削
減

さ
れ
、
個
体
管
理
に
あ
て
る
時
間
が
増
え
、

繁
殖
管
理
の
精
度
向
上
や
疾
病
の
早
期
発
見

が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
個
体

乳
量
は
就
農
当
時
（
05
年
）
の
6
2
0
0
㎏

か
ら
、
22
年
に
は
9
2
5
0
㎏
と
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
。

　
浦
部
牧
場
で
は
25
年
の
年
間
個
体
乳
量
目

給
飼
料
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
購
入
飼

料
の
使
用
量
を
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
の
低
減

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

効
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
放
牧
は
5
月
中
旬
〜
10
月
下
旬
ま
で
。
搾

乳
後
の
午
前
7
時
半
頃
〜
午
後
3
時
ま
で
実

施
。
放
牧
地
は
日
ご
と
に
変
更
し
て
、
草
丈

が
短
い
う
ち
に
採
食
さ
せ
る
こ
と
で
栄
養
価

や
嗜
好
性
の
向
上
を
図
り
、
自
給
飼
料
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

放
牧
に
よ
り
草
や
土
な
ど
や
わ
ら
か
い
地
面

に
接
す
る
時
間
が
長
く
、
横
臥
も
自
由
に
で

き
る
環
境
の
た
め
、
蹄
の
負
担
軽
減
や
血
流

量
の
増
加
に
寄
与
し
、
蹄
病
の
低
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
放
牧
の
実
践
に
加
え
て
牛

舎
内
の
環
境
向
上
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、

2
0
2
1
年
12
月
時
点
の
平
均
産
次
数
は
2
・

9
産
と
全
道
平
均
（
2
.
4
産
）
よ
り
高
い
数

字
を
実
現
。
5
産
以
上
の
割
合
も
19
％
と
全

道
平
均
（
10
%
）
よ
り
高
く
、
長
命
連
産
の

牛
群
と
な
っ
て
い
る
。

　
配
合
飼
料
な
ど
購
入
飼
料
費
が
高
騰
す
る

中
、
粗
飼
料
は
全
量
自
家
産
で
、
飼
料
費
を

低
減
。
濃
厚
飼
料
は
ホ
ク
レ
ン
の
配
合
飼
料

と
道
産
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な
ど
を
購
入
し
て
、Ｔ

Ｍ
Ｒ（
完
全
混
合
飼
料
）
と
し
て
牛
に
与
え
て

い
る
。
J
A
や
ホ
ク
レ
ン
担
当
者
と
と
も
に

牛
群
観
察
を
行
い
、
給
与
頭
数
に
見
合
っ
た

採
食
量
に
な
っ
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
個
体
乳
量
や
乳
成
分
を
確
認
し
て
設
計

内
容
を
調
整
し
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
自

11

木
造
搾
乳
舎
で
牛
も
快
適

哺
育
牛
用
に
換
気
装
置
導
入

作
業
の
外
部
委
託
で
ゆ
と
り
創
出
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
も
活
用

 

年
間
個
体
乳
量
1
万
㎏
が
目
標

〝
明
け
な
い
夜
は
な
い
〞と
奮
闘

標
を
1
万
㎏
に
し
て
い
る
。
重
点
と
し
て
い

る
の
が
①
放
牧
酪
農
の
継
続
（
牛
の
健
康
増

進
・
長
命
連
産
の
実
現
な
ど
）②
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
の
重
視
（
快
適
性
に
配
慮
し
た
家

畜
の
飼
養
管
理
）
だ
。
こ
の
2
点
を
飼
養
管

理
の
基
本
と
し
て
初
産
牛
の
能
力
向
上
を
図

る
。

　
雄
一
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
40
回
全

農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
そ
の
際
「
現
在
の
北
海
道
の
酪
農

情
勢
は
、
生
乳
出
荷
抑
制
を
は
じ
め
、
配
合

飼
料
や
肥
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
個
体

販
売
価
格
の
下
落
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
る
」
と
現
状
を
分
析
。
し
か

し
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
情

勢
で
も
牛
を
健
康
に
飼
う
と
い
う
酪
農
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
。
放
牧
を
中
心
と
し
た
牛

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
一
番
に
考
え
た
長
命

連
産
の
経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

10
年
後
も
自
然
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
か
っ
て

家
族
や
地
域
の
仲
間
、Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
な

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
発
表
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は

揺
る
が
ず
、
家
族
と
も
共
有
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
酪
農
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
、
家

族
や
仲
間
と
と
も
に
日
々
挑
戦
を
続
け
て
い

く
覚
悟
だ
。

搾乳牛舎内観（フリーストール牛舎）

祖
父
が
入
植
、開
拓
し
、

父
が
発
展
さ
せ
て
き
た

あ 

ぐ 

り 

じ
ゅ
く

牛舎と夕暮れ ホワイトボードで情報共有 乾乳舎での牛たちの様子

〝明けない夜はない〟〝明けない夜はない〟
どんな情勢でも、牛を健康に飼う
酪農の本質を追求したい
どんな情勢でも、牛を健康に飼う
酪農の本質を追求したい

陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
し
、

快
適
に
過
ご
す
子
牛

搾乳牛舎外観
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n e w sn e w s
2023 1/6~31

を開催「全農酪農セミナー2022」
効率的な後継牛の育成と牛群管理 ～酪農の現在とこれからの未来のために～
　第16回目を迎えた全農酪農セミナーが2023年1月6日～３１日にかけて、オンライン形
式で開催されました。今年度はバージニア工科大学名誉教授ロバート･ジェイムス氏
を講師に迎え、「効率的な後継牛の育成と牛群管理」について講演いただきました。

　酪農業界における世界的な課題として、生産効率、労働
力の確保及びそのコスト、環境問題、消費者意識、乳製品
代替品の台頭などが挙げられます。本講義ではその中で
も、“効率性”について、後継牛の管理を中心に、このテー
マを更に3つのセクションに分けて解説しました。

酪農コンサルタント
Down Home Heifer Solutions, LLC
バージニア工科大学  酪農学部  名誉教授
バージニア州ブラックスバーグ

酪農コンサルタント
Down Home Heifer Solutions, LLC
バージニア工科大学  酪農学部  名誉教授
バージニア州ブラックスバーグ

ロバート・ジェイムス氏ロバート・ジェイムス氏講師

子牛、後継牛管理計画の決定/新生子牛の管理

　最初に、農場にとって最適な後継牛の頭数は何頭なのかを考

えなくてはいけません。その際、乳房炎や繁殖管理に関連する「消

極的な」淘汰や、農場での各種疾病発生を最小限に抑え、後継牛

の死亡率や疾病罹患率をできるかぎり抑える必要があります。そ

の上で、後継牛の必要頭数に加え、ある程度の余剰頭数も確保

し、牛群の規模を維持するのか、拡大するのかなど、経営方針に

沿って最終的な頭数を決めていきます。

　離乳は液状飼料から固形飼料への移行という栄養面の課題、

その次に群飼育への移行という社会的な行動に関する課題があ

ります。

　通常、ミルクの給与量を制限することで離乳を促します。制限の

方法は徐々に減らしていくか、突然行うなどが挙げられます。離乳

1週間前に1日1回哺乳にするという方法をジェイムス氏はよく見

かけていたようです。その中でも、ステップダウン法で段階的に離

乳させていくことを勧めています。毎日１Lずつ減らし、1日２Lにな

るまで２～３段階、10~14日かけて減乳していきます。

　子牛にとって全てが望ましい状況になるとは限りませんが、その

中で妥協点を見つけながら行うことが重要です。離乳を成功させ

体重の2倍を目標にしています。子牛の出生時体重

を測定し、それぞれの個体サイズに応じて増体目

標を設定しましょう。

　哺乳期により良い子牛を育てるには、まずは十分

な全乳か代用乳を与える必要があります。子牛の給

餌管理では一貫性が重要であり、餌の品質を一定

に保ち、毎日同じ時間に給餌することが重要です。

　受け身（場当たり的な）な管理を行っている場合は、初産分娩

月齢や初回種付け月齢に注目しているケースが多いのが実情で

す。例えば、初産分娩月齢が26カ月、目標が24カ月だとすると目

標達成にどれくらいかかるでしょうか。おそらく目標達成に１～２

年かかります。

　一方、積極的な管理の場合です。例えば未経産牛の離乳時

の一日平均増体量を測定し、目標値を大幅に下回っていること

に気づいたとします。このステージであればすぐに着手でき、そ

れこそ２、３カ月以内に改善に取り組むことができ

ます。これは、積極的な管理の良い例だと思います。

　未経産牛の管理をする場合、３、４産目の経産牛

の体重を測定することで牛群全体における成熟体重

を把握します。そして、未経産牛の分娩前体重が成

熟体重の95%、分娩後体重が85%を目標とします。

　体重測定は目標達成のための重要なカギとなり

ます。そのため、出生時、離乳時、ワクチン接種時、

種付け前後など、イベントなどの節目で行うことを

お勧めします。これらの測定結果は、育成管理のどの段階に問

題があるかを明らかにするのに有効です。

　離乳後の未経産牛の管理においては、

・達成可能な目標を設定すること
・管理の心構えを身につけること
・意思決定のための情報収集と活用
・必要なものを調達する
　これらのことを意識して管理していきましょう。

　離乳後の管理で最も重要なことの1つは、費用対効果の高い

増体成績を継続させることです（※１日あたりのコストではなく、

増体 1kgあたりのコスト）。

　そのために注目するポイントは、離乳後の未経産牛の管理、

種付け前までの管理、栄養効率と飼養施設による制限要因です。

るには何かしら妥協しなければいけないことが出てくることを忘れ

ないでください。

●十分な量の全乳や代用乳を与えること 
　•若齢子牛の1日2回給餌における摂取許容量は？  
　> 固形分650g/日以上＝6L+、好ましくは8L+
●液状飼料の品質 - 栄養成分や消化率、細菌数…。
●一貫性が重要 - 固形分濃度（13-15％）、
　温度（38℃～）、給餌時間

計画的に後継牛を確保しよう！

　もう１つの効率化として、分娩月齢を引き下げることを提案して

います。従来の管理方法と、給餌量や飼育コストの高い「集中的な

管理」を比較したところ、集中的な管理のほうが、増体量が大きく

なりました。総飼育コストを見ると、１日あたりの平均コストは前者

が3.12ドル、後者が3.48ドルで同程度の飼育コストとなったもの

の、「集中的な管理」のほうが、初産時の乳量は高くなりました。そ

の結果、最終的な収益性は高くなっています。

分娩月齢を引き下げよう！

１
section

哺乳期における子牛の管理

56日齢で出生時体重の倍を目指す！

2
section

離乳後の未経産牛管理3
section

　乳牛の栄養管理で重要なことは、増体に関する遺伝的能力を

発揮させること、増体1kgあたりのコストパフォーマンスを上げるこ

とです。

　哺育における第一目標は、良い増体を維持し、健康な子牛に育

てることです。そのためには生後2週齢までの成長が重要であり、

その間全乳や代用乳をしっかりと摂取することが必要です。

　具体的にどのくらい成長すればいいのでしょうか？DCHA（米

国の子牛育生協議会）「ゴールドスタンダード」は56日齢で出生時

離乳について

・健康な子牛は良い初乳から
・哺乳初期における十分な量の液状飼料給与（全乳や代
用乳）
・品質の良いスターター給与
・品質の良い水給与
・「ステップダウン式」離乳

未経産牛をどのように管理しているか？　～積極的vs場当たり的～

・未経産牛及び、泌乳用牛群の疾病罹患率及び、死亡率を最小限に抑える 
・必要な数の未経産牛と、最低限の余剰牛を飼育する
・泌乳牛の遺伝的能力を開花させる
・哺乳期における優れた子牛の飼養管理
・未経産牛の管理 - データ収集とその活用　健康と増体に焦点
・飼料の無駄を最小限に抑える
・離乳後の未経産牛のために、栄養単価が最小となる飼料を確保する

　　　 支出
分娩時における支出
初回種付け月齢
平均初産分娩月齢

平均日増体量

総飼養費用
1日あたり平均費用

初産乳量差
淘汰率/初産時
乳量増による利益
純費用

追加利益

＄
カ月
カ月

㎏/日

＄/頭
＄/日

㎏
％

＄

従来管理
147
15.1
25.8

0.68

2449
3.12

-
28
-

2449

集中的管理
145
12.2
22.8

0.89

2415
3.48

770
28
171
2244

205

●後継牛戦略における決定 
•後継牛を減らすことにつながる、消極的な淘汰を最小限に
抑える

●後継牛の必要頭数を算出する 
•育成牛群の死亡率と疾病罹患率の最小化
•後継牛の必要頭数＋ある程度の余剰分のみを飼育する

離乳前により良い子牛を育てるために

要約

効率的な後継牛の育成と牛群管理
酪農の現在とこれからの未来のために

課題への対応
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全
国
の
高
校〝
牛
児
〞が
集
い
、日
頃

の
活
動
と
飼
養
技
術
を
競
う
第
６
回

和
牛
甲
子
園
が
１
月
19
・
20
日
の
両

日
、東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。Ｊ
Ａ
全

農
の
主
催（
事
務
局・
畜
産
総
合
対
策

部
）で
、過
去
最
多
と
な
る
23
道
府
県

40
校
が
出
場
。高
校〝
牛
児
〞た
ち
が
研

究
の
成
果
や
枝
肉
の
優
良
性
を
披
露

し
、仲
間
と
の
交
流
を
深
め
た
。

３
年
ぶ
り
の
実
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
催

と
な
っ
た
本
大
会
。品
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル（
東

京
・
品
川
）に
26
校
の
高
校〝
牛
児
〞と
関
係
者

が
集
う
と
と
も
に
、14
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に

よ
る
全
40
校
の
静
か
な
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、

幕
を
開
け
た
。

開
会
式
で
は
、前
回
大
会
の
総
合
部
門
最
優

秀
賞
校
、愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
校
が
優
勝
旗

を
返
還
。富
山
県
立
中
央
農
業
高
校
の
中
田
歩

本
大
会
は
、和
牛
の
飼
養
管
理
に
お
け
る
取

り
組
み
や
創
意
工
夫
、チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
を
発
表

と
つ
ク
リ
ア
し
て
き
た
。

３
年
の
栗
田
煌
斗
さ
ん
は「
枝
肉
評
価
部
門

で
優
秀
賞
を
取
れ
た
だ
け
で
も
う
れ
し
い
の
に
、

総
合
評
価
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
て
驚

い
た
」と
話
し
、２
年
生
の
鈴
木
聡
さ
ん
は「
こ
れ

ま
で
の
出
品
牛
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
研
究
を
更

に
発
展
さ
せ
、第
７
回
の
和
牛
甲
子
園
で
も
入

賞
を
目
指
し
た
い
。和
牛
肥
育
は
生
き
物
を
扱

2023 1／19・20

セリ場で結果を待つ大垣養老高校の生徒ら

５
年
間
の
集
大
成

飼
料
給
与
の
課
題
を
ク
リ
ア

総
合
優
勝・大
垣
養
老
高
校 

ＪＡ全農の
齊藤良樹常務理事

第
６
回
和
牛
甲
子
園

夢
さ
ん
ら
４
人
が「〝
牛
児
〞マ
ン
シ
ッ
プ
に
の
っ

と
り
、牛
と
と
も
に
青
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」と
宣
誓
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
の
齊
藤
良
樹
常
務
理
事
は「
同
世

代
の
仲
間
た
ち
の
創
意
工
夫
溢
れ
る
取
り
組
み

を
学
ぶ
こ
と
は
、必
ず
成
長
に
つ
な
が
る
。本
大

会
の
活
動
を
通
し
て
、牛
飼
い
の
楽
し
さ
を
分
か

ち
合
え
る
仲
間
を
つ
く
り
、将
来
、担
い
手
の
ひ

と
り
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と〝
牛
児
〞ら
に

熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

お
う
か

う
の
で
食
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。将
来
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

『
飛
騨
牛
』の
伝
統
と
特
色
を
活
か
し
た
肥
育
経

営
を
行
う
の
が
目
標
」と
抱
負
を
語
っ
た
。辻
野

清
太
郎
教
諭
は「
生
徒
が
主
体
的
に
動
き
、牛
の

体
調
を
細
か
く
見
て
、餌
の
調
整
な
ど
を
や
り

続
け
て
く
れ
た
。こ
の
大
会
を
狙
っ
て
作
っ
て
き

た
牛
だ
」と
話
し
た
。

す
る「
取
組
評
価
部
門
」（
体
験
発
表
会
）と
、飼

養
し
た
和
牛
の
枝
肉
の
品
質
を
競
う「
枝
肉
評

価
部
門
」を
そ
れ
ぞ
れ
50
点
満
点
で
審
査
し
、両

部
門
の
合
計
得
点
で「
総
合
評
価
部
門
」の
最

優
秀
賞
が
決
定
す
る
。

総
合
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
に
は
、岐
阜
県

立
大
垣
養
老
高
校
が
輝
い
た
。５
回
目
の
出
場

で
初
の
総
合
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

枝
肉
は
雌
と
去
勢
の
２
頭
を
出
品
。こ
の
う

ち
、去
勢
の「
優
李（
ゆ
う
り
）」（
父
＝
花
清
光
、

母
の
父
＝
花
福
桜
）は
枝
肉
重
量
５
８
２
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
87
㎠
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
12
、オ
レ
イ
ン

酸
な
ど
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
）含
量

の
予
測
値
は
60
・
４
％
と
高
く
評
価
さ
れ
、優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。取
り
組
み
発
表
で
は
、同
校
や

岐
阜
県
内
で
維
持
さ
れ
て
き
た
伝
統
系
統「
な

ぎ
さ
系
」に
注
目
し
、今
大
会
を
見
越
し
て
飼
養

管
理
を
改
善
し
て
き
た
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

増
体
効
率
を
維
持
し
つ
つ
、病
気
の
発
生
を
抑

え
ら
れ
る
よ
う
に
、飼
料
給
与
の
課
題
を
一
つ
ひ

セリ場を見学

総合評価部門最優秀賞を受賞した大垣養老高校の生徒と指導教員

セリで最高値を記録

過
去
最
多
40
校
の

〝
牛
児
〞集
結

宣誓 !!
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２
日
目
は
朝
か
ら
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

食
肉
市
場
で
、枝
肉
勉
強
会
と
枝
肉
共
励
会
が

行
わ
れ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、出
品
さ
れ
た
各
校
の
枝
肉
を
教
員
だ

け
が
見
学
。審
査
委
員
は
枝
肉
の
断
面
に
ラ
イ

ト
を
当
て
、枝
肉
の
質
な
ど
を
解
説
し
た
。

東
京
食
肉
市
場
で
開
か
れ
た
枝
肉
共
励
会
に

は
生
徒
も
参
加
。自
分
た
ち
が
育
て
た
和
牛
が

矢
板
高
校（
栃
木
）

バ
ラ
ン
ス
良
い
大
型
牛

ん
だ
こ
と
を
後
輩
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
の
庄
司
卓
也
副
理
事

長
は「
共
励
会
で
は
４
等
級
、５
等
級
に
格
付
け

さ
れ
た
肥
育
牛
が
多
く
、高
い
技
術
に
感
心
し

た
。ま
た
、コ
ス
ト
削
減
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に

よ
る
販
売
促
進
な
ど
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
む

姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
」と
生
徒
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
評
価
し
た
。

初
日
の
取
組
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
は
鹿

児
島
県
立
市
来
農
芸
高
校
が
選
ば
れ
た
。「
次

代
の
和
牛
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」を
テ
ー
マ
に
、お
か

ら
や
き
な
粉
を
給
与
し
て
サ
シ
と
赤
身
が
調
和

し
た
肉
質
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、光
合

成
細
菌
を
活
用
し
て
牛
床
の
床
替
え
に
か
か
る

お
が
く
ず
代
を
１
╱
３
に
削
減
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。２
年
ぶ
り
に
最
優
秀
賞
に
返
り
咲
い

た
同
校
の
生
徒
は「
昨
年
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

今
年
こ
そ
は
と
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き

た
。研
究
の
成
果
を
地
域
の
畜
産
農
家
に
示
し
、

地
域
の
畜
産
業
に
も
貢
献
し
た
い
」と
未
来
を

見
据
え
た
。

審
査
講
評
で
は「
先
輩
の
代
か
ら
継
続
し
て
き

た
光
合
成
細
菌
の
研
究
を
、つ
い
に
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
げ
た
。今
後
も
こ
の
研
究
を
更
に
発
展
さ

せ
て
ほ
し
い
」と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

♢
　
♢

優
秀
賞
は
、地
域
資
源
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
活

用
し
た「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
粕
サ
イ
レ
ー
ジ
」の
製
造
と

安
定
供
給
に
取
り
組
ん
だ
倶
知
安
農
業
高
校

（
北
海
道
）、赤
ぬ
か
を
配
合
し
た
飼
料
で
短
期

肥
育
を
試
み
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
牛
肉

生
産
を
目
指
し
た
西
条
農
業
高
校（
広
島
県
）

が
受
賞
し
た
。優
良
賞
は
、地
域
資
源
で
あ
る
飼

料
用
米
と
酒
粕
に
着
目
し
、オ
レ
イ
ン
酸
値
の
向

上
に
取
り
組
ん
だ
府
立
農
芸
高
校（
京
都
府
）、

栃
木
県
内
の
農
業
高
校
６
校
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
の
飼
料
の
活

用
を
進
め
た
栃
木
農
業
高
校（
栃
木
県
）、発
情

抑
制
に
よ
る
肥
育
成
績
向
上
を
目
標
に
研
究
を

行
っ
た
中
央
農
業
高
校（
神
奈
川
県
）が
選
ば
れ

た
。ま
た
、〝
牛
児
〞ら
が
選
ぶ
高
校
牛
児
特
別
賞

は
渥
美
農
業
高
校（
愛
知
県
）、審
査
員
特
別
賞

は
鹿
屋
農
業
高
校（
鹿
児
島
県
）に
贈
ら
れ
た
。

※出場校の枝肉共励会結果一覧は「ちくさんクラブ21」ホームページ
　（https://www.chikusan-club21.jp）でご紹介いたします。

枝肉評価部門
枝
肉
評
価
部
門

市
来
農
芸
高
校（
鹿
児
島
）

光
合
成
細
菌
を
活
用

取
組
評
価
部
門

高校牛児レジェンドとして登壇した加藤
大地さん（スクリーン㊧）、林実佐子さん
（壇上㊧）、田中里佳さん（壇上㊨）

矢板高校の枝肉断面
矢板高校の生徒と指導教員

ガッツポーズを決め
る市来農芸高校
の生徒ら

市来農芸高校の
発表の様子

最優秀賞

優秀賞

優良賞

審査委員特別賞

賞 県 校名

栃木県

岐阜県

鹿児島県

福島県

岐阜県

島根県

愛知県

矢板高等学校

大垣養老高等学校

加世田常潤高等学校

磐城農業高等学校

飛騨高山高等学校

出雲農林高等学校

渥美農業高等学校

レジェンド講話

「進路関係」で後輩へアドバイス
特別企画として、第１回・２回大会で総合評価部

門最優秀賞を受賞した飛騨高山高校の卒業生３名が
〝高校牛児レジェンド〟として登壇し、講話を行った。
加藤大地さん（北海道）は、北海道の農場で新規
就農の研修中のためＷｅｂでの参加。会場に駆けつけ
たＪＡ飛騨ミートで活躍中の林実佐子さん（岐阜県）、
農業高校での指導者を目指し酪農学園大学へ進学し
た田中里佳さん（北海道）の３人には、高校〝牛児〟
たちからたくさんの質問が寄せられ、会場を盛り上げた。

特別講師として登壇したサトウ食品の佐藤理
香代表㊨

人気店の女性社長が講演
２日目は特別授業も開かれた。講師にはサトウ
食品の佐藤理香社長を招き、「私の進路選択と
食肉業界」をテーマに講演。佐藤社長はメンチ
カツで行列の絶えないショップや映画でも取り上
げられた有名ステーキ店の二代目社長。「おいし
さの追求は牛づくりから始まっている」と話し、農
家に対して牛肉の味をフィードバックすることでより
良い商品の開発を目指していることを明かした。

セ
リ
に
か
け
ら
れ
る
と
生
徒
た
ち
は
祈
る
よ
う

な
表
情
で
モ
ニ
タ
ー
を
見
守
っ
た
り
、高
値
が
つ

く
と
手
を
た
た
い
て
喜
ん
だ
り
し
て
い
た
。

枝
肉
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
は
栃
木
県
立

矢
板
高
校
が
受
賞
。出
品
牛
は
枝
肉
重
量
６
３

２
㎏
の
去
勢
牛
で
、ロ
ー
ス
芯
面
積
が
93
㎠
、バ

ラ
の
厚
さ
11
・
３
㎝
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
12
を
記
録
し

た
。審
査
講
評
で
は「
一
般
の
共
励
会
で
も
入
賞

に
値
す
る
。大
型
牛
で
あ
り
な
が
ら
前
躯
、中

躯
、後
躯
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
」と
高
く

評
価
さ
れ
た
。共
励
会
で
は
１
㎏
単
価
３
４
０

２
円（
税
別
）の
高
値
で
競
り
落
と
さ
れ
た
。

率
先
し
て
毎
日
の
飼
養
管
理
を
担
っ
て
き
た

３
年
の
針
生
雄
央
さ
ん
は「
和
牛
甲
子
園
で
学

特別授業

泣いて、 笑って応援 !!

棒指しで
分かりやすく
発表

牛床のおが
くず代

1/3 に削減

ヤッ
ター
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中研

暑熱の悪影響と飼料からのアプローチ

　

　夏場になると、搾乳牛において、繁殖
性、乳量及び乳成分が低下することが
知られています。この報告はホルスタイ
ン種から得られたデータが中心ですが、
黒毛和種繁殖牛においても、暑熱の悪
影響を受けていると考えられます。

　黒毛和種繁殖牛では、異常乳である
アルコール不安定乳を産生することが
散見されます（図１）。
　この乳汁を飲んだ子牛は白痢を引き
起こし、健全性を損うため（岡田ら、１９９
７）、アルコール不安定乳が発生しない
ように繁殖牛を管理する必要がありま
す。また、アルコール不安定乳の重症化

度合いを示す「アルコール不安定度」と
子牛の１日平均増体量（ＤＧ）の関係性
を当室で調査したところ（図２）、子牛の
性別にかかわらず、アルコール不安定度
と子牛のＤＧには負の相関関係があり、
アルコール不安定乳を飲んでいる子牛
は発育性が乏しいことが分かりました。

　アルコール不安定乳の発生原因とし
て、環境（季節）、疾病発症、ホルモン、飼
料給与状態などが関与していると報告さ
れています。当室では、繁殖牛の乳汁の
アルコール不安定度に季節の影響があ
るか調査しました。適温期に飼育した繁
殖牛と暑熱期に飼育した繁殖牛の乳汁
を分娩後５日間採取してアルコールテス
トを行い、正常な乳汁（スコア０）を産生
した繁殖牛の割合をグラフ化しました
（図３）。その結果、暑熱群の乳汁のアル
コール不安定乳非発生割合は対照群よ
り低下しました。すなわち、夏場になると
アルコール不安定乳の発生が増加する
可能性が示されました。

　また、生後５日間の子牛のＤＧを比較
しました（図４）。暑熱群のＤＧは対照群
より低下しました。低下の一因として、繁
殖牛の乳汁のアルコール不安定化増加
が考えられました。以上の結果から、子
牛の健全性を維持し、発育を良好にする
ためにも、乳質に着目した繁殖牛の管理
も重要かもしれません。

　繁殖牛では、エネルギー不足やタンパ
ク質過剰の飼料を給与することにより、
アルコール不安定乳が発生することが
あります。例えば、飼料のＴＤＮ（可消化
養分総量）充足率がほぼ８０％以下で推
移した群は、飼料ＴＤＮ充足率の高かっ
た群よりもアルコール不安定度は高い
値を示しました。また、飼料の可消化粗
タンパク質充足率が２００％を超えるよう
な高値だった時はアルコール不安定度
が高い値を示しましたが、可消化粗タン
パク質充足率を正常値の範囲内にした
時は低い値を示しました（岡田ら、２００
１）。暑熱時のエネルギー要求量は適温
時に比べて高くなりますし、暑熱期はタ
ンパク質代謝異常が生じることが報告さ
れていることから、夏の暑さが本格化す
る前に飼料内容を見直して今年の夏を
乗り切りましょう。

気象庁の「暖候期予報」によると、2023年6月～8月（3カ月間）の平均気温は、
北日本・東日本・西日本で平年並みか高く、沖縄・奄美で、平年並みの予
想となっています。本号では、黒毛和種繁殖牛に対する暑熱の悪影響と飼料
からのアプローチ、サシバエ対策についてご紹介します。笠間乳肉牛研究室

はじめに

不安定乳の発生原因

飼料内容の見直しを！

乳質に対する暑熱の影響

教えて!

　全農ＥＴ研究所は北海道十勝地方の
上士幌町に本場を構え、岩手県、茨城県
及び福岡県に分場を置いています。受精
卵（主に黒毛和種の体内受精卵）や、それ
らをＥＴした乳用種妊娠牛の製造・供給、
生産現場に出向いての採卵や受精卵移
植、更には研究開発を行っています。１９９
９年に発足して以降、受精卵の供給実績
は年々増加しており、２０２１年度はつい
に３万個の大台を突破しました（図１）。

　日本の夏の暑さは年々厳しさを増して
おり、各地で４０℃近い猛暑を記録する
など、暑熱ストレスを避けられない状況

です。暑熱ストレスは乳牛にさまざまな
弊害を引き起こしますが、繁殖成績の低
下も例外ではなく、「夏場の人工授精の
受胎率が１０％前後だった」との話を耳
にしたこともあります。その後、気候が落
ち着いた秋に受胎したとしても、翌年の
春産み分娩頭数を確保できないばかり
か、分娩する頃には再び夏が到来し、分
娩事故や周産期疾病の危険性が高まる
といった悪循環に陥ることもあります。
　そこで利用していただきたいのが、当
研究所で行う「シンクロＥＴ」事業です。
農家採卵事業を推し進めていく中で、体
内新鮮卵の最大の特徴である「高受胎
性」を最大限に活かすため、採卵牛と並
行して受卵牛を同期化しておき、採卵当
日から翌々日にかけて移植する「シンク
ロＥＴ」事業を２０１５年から開始しました
（図２）。１７～１８年度にかけて、当研究
所職員が実施した月別シンクロＥＴの集
計データでは、夏場でも６０％前後の受
胎率を維持し（６月：６１．１％、７月：６５．
１％、８月：５８．４％、９月：５９．７％）、暑熱
期においても受胎頭数確保に有効な手
段であることが確認できました（図３）。
　なお、シンクロＥＴ事業の一環として、

農家採卵事業で採取した体内新鮮卵の
提供も行っています（ちくさんクラブＨＰ
で１２３号１０ｐを参照）。地域によっては
配送の調整ができる可能性もあります
ので、興味のある方は当研究所までぜ
ひお問い合わせください。

　株式会社科学飼料研究所と全農ＥＴ
研究所は共同で、暑熱対策用混合飼料
“なつこ”を開発しました（図４）。血管拡
張作用が期待されるナイアシン（バイパ
ス製剤）を配合することで、体外への熱
放散を促進し、胚死滅の大きな原因とな
る体温の上昇を軽減できます。また、ビタ
ミン類も配合しているため、暑熱ストレス
への抵抗性も期待できます。

今号より、全農ET研究所で定期連載させていただくことになりました。受精卵
業界を取り巻く状況、技術情報などを提供する場とさせていただく予定です。
今回は、ET研の概要と、夏場の受精卵移植の活用等についてご紹介します。

ET 研究所について

夏場の受精卵移植の活用

暑熱対策用混合飼料“なつこ”

ご案内

http://etken-blog.lekumo.biz/
※1　採取したET卵は、検卵後、①移植に適したもの（凍結もしくは新鮮ET卵として同日移植）、②移植に適さないもの、に選別。
※2　農家採卵で十分な個体のET卵が採取できない可能性があるため、凍結卵を準備。

夏場の受精卵移植と暑熱対策用混合飼料

　全農ＥＴ研究所では、ブログで繁殖
技術の最新情報の紹介や凍結卵リス
トの発信も行っています。

図 1　全農ET研究所の年度別受精卵供給実績
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図 4　“なつこ” パンフレット

全農ET研究所ブログ

図 2　シンクロETの概要

図 3　月別シンクロET成績
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図 1　乳汁のアルコールテスト（乳汁と７０%アルコールを
              1：1の割合で混合）結果（左：正常、右：異常）

図 3　季節別の乳汁のアルコール不安定乳非発生（正常な乳汁
　　　　を産生した）牛の割合（左：適温期、右：暑熱期）

図 4　季節別の子牛の1日平均増体量
          （左：適温期、右：暑熱期）
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※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。
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図 2　８週間のアルコール不安定度と１０カ月間
　　の子牛の１日平均増体量（DG）の関係

※アルコール不安定度はスコアが高いほど重度

E T研
便 り
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中研

　サシバエは日本全国に分布する吸血
性のハエです。雌のみ吸血するアブなど
と異なり、雌雄ともに吸血します。成虫の
大きさは、雄は体長３．０～６．５ｍｍ、雌
は体長５．０～８．０ｍｍと、雌のほうがや
や大型です。同じく牛舎でよく発生する
イエバエとは見た目は似ていますが、サ
シバエは皮膚に挿し込んで吸血するた
めの硬く長い針状の口器を持っている
という違いがあります（図１）。
　サシバエは猛暑時や夜間（光がない
ところ）はほとんど活動せず、春や秋の
暖かい日中や、夏場は朝夕の涼しい時
間帯に牛舎に出入りしています。飛翔能
力が高く、吸血対象を探して数ｋｍ飛行

することもあります。
　サシバエは家畜の糞中に産卵するた
め、牛床や堆肥が主な発生源となります
（図２）。親は１回に１００～２００個の卵を
産み、それが約２週間で成虫になります。
成虫は羽化後約１週間で産卵を開始す
るため、あっという間に増殖します。一対
の雌雄が、数カ月後には数万匹になると
されています。ちなみにイエバエもほぼ
同じライフサイクルですので、ハエだけ
で数百万～数千万匹になるのは想像に
難くないでしょう。

　サシバエは家畜の中でも牛や馬など
の大型動物を好んで吸血します。吸血時
には強い痛痒さをともなうため、大きな

ストレスになります。そのため牛は尻尾
を振ったり、肢を上げたりして、サシバエ
を追い払おうとします。また群飼の場合
は、サシバエが寄りつく部分を減らすた
めに、複数頭が一カ所に集まる行動を示
すことがあります。このようなサシバエ回
避行動によって、本来採食や休息に充て
るべき時間が少なくなり、飼料摂取量や
乳量の減少をもたらします。また病原菌
を媒介するともいわれており、疾病の伝
播による生産性の低下も懸念されます。
サシバエは人間を刺すこともあるため、
農場で作業する方も注意が必要です。

　サシバエは１日２～３回、１回に約５分
間吸血するとされています。吸血時以外

夏が来る前にサシバエ対策を！
毎年のように牛や人間を悩ませる害虫「サシバエ」。サシバエは気温が上昇する春～初夏にかけて発生しだし、秋
頃に最も多くなります。本号では、サシバエの特徴と早期からの対策方法について、笠間乳肉牛研究室で実施して
いる事例も交えてご紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  笠間乳肉牛研究室

は牛舎外の草木にとまって休んでいるた
め（図３）、牛舎内には成虫全体の５～１
０％ほどしかいません。つまり牛舎外も
対策しないとほとんど効果はありませ
ん。また成虫よりも幼虫のほうが圧倒的
に多いため、成虫・幼虫対策を両方実施
する必要があります。
　幼虫対策は、発生源（糞尿・堆肥）への
対策が基本です。発生源となり得る糞尿
は速やかに取り除いて乾燥させること
で、幼虫が生存できない状態にすること
が求められます。また幼虫が成虫になる
のを防ぐＩＧＲ剤を発生源に散布すること
も効果的です。ただし、牛が直接触れる
場所には散布しないようにしてください。
　成虫はほとんどの時間帯を牛舎外の
草木で休んでいますので、対策として周
辺の草刈りなどの環境整備と、あわせて
成虫の分布を知ることが重要です。草木
の中でも好みがあり、特に多くとまって
いる“ホットスポット”を見つけられれば、
重点的な対策が可能になります。直接の
対策には、噴霧殺虫剤を散布する方法

があります。ただし、薬剤耐性防止のた
めシーズンごとにローテーションするな
ど、使い方には注意を要します。

　一昨年度より、当室では定期的なサシ
バエ対策を実施しています。昨年は、繁
殖牛舎周辺の木々や草むらに多くの成
虫が潜んでいることが分かりました（図
４）。この“ホットスポット”を中心に、４月

末～１０月末にかけて１～２週間に１回の
ペースで噴霧殺虫剤を散布しました（図
５）。幼虫対策としては、糞尿が常時蓄積
する部分にＩＧＲ剤を散布しました。
　昨年は春先から対策したことで、夏頃
に対策を始めた年より７割以上、サシバ
エの被害を減らすことができました。皆
さんも“ハエ対策は夏が来る前から”、を
心がけてみてください。

図 1　サシバエの口器（針状でとがっている） 図 3　コブシの葉にとまるサシバエ

図 4　笠間乳肉牛研究室におけるサシバエの分布

図 5　殺虫剤散布の様子（煙霧機を用いて散布）図 2　堆肥中に発生した蛹
さなぎ

サシバエの特徴

サシバエの被害
成虫・幼虫対策を両輪で

研究室での対策事例

教えて!

「夏場対策のポイント」

笠間乳肉牛研究室での
対策内容

4月末～10月末に 1～2週間
に 1回噴霧殺虫剤散布

多くのサシバエが
確認された
〝ホットスポット〟

成虫

糞尿が常時蓄積する部分へ
IGR剤散布

幼虫

乳牛
肉牛
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「夏場対策のポイント」中研

　一番の理由は、汗腺が退化しており、
汗をかき、体温を下げる機能が著しく弱
いためです。熱ストレスに敏感で、生命
を維持するための大事な機能である、温
度調整能力が特に弱い動物です。
　豚は、暑熱環境において、身体の温度
調整のため、表面に近い血管を拡張さ
せて体表に近いところで血液を多く循
環させ、体内にたまった熱を体外へ排出
しようとします。そのため、消化管の血液
の循環量が減少してしまい、腸などの消
化管の細胞へ十分な栄養が行きわたら

なくなってしまい、栄養の消化吸収能力
が非常に弱ってしまいます。

　豚舎に入って観察すると異変に気が
つきます。豚は人間と同じ恒温動物で
す。つまり、生きるために、身体の体温を
維持することが必要な動物です。豚は外
部環境の変化に応じて、さまざまな方法
で体温調整を行います。暑熱環境では、
前出のように体温の上昇のほか、呼吸
数の増加、飲水量の増加、水遊び、横臥
時間の増加などが見られるようになり
ます。

　また、出荷された肥育豚では、飼料摂
取量の低下が豚肉の保水性の低下につ
ながるため、豚肉品質のクレームなどに
つながる可能性が高まります。

　体温の上昇は、「豚からのシグナル」で
す。例えば、分娩前後の母豚の直腸温度
は、20 .5℃の環境下の場合39 .0～
40.5℃ですが、29.8℃の環境下の場合
40.5～41.5℃となり、非常に温度が高く
なることが分かります。皮膚の温度につ
いて、母豚を21.9℃の環境下に置いた
場合、1日の間で29～33℃と変動し、

暑さに弱い豚を理解し、早め早めの暑熱対策を！
夏場は枝肉相場が高くなる時期のため、肥育豚は増体の維持に努めて出荷頭数を確保することが重要です。繁殖
豚も、成績の落ち込みをできるだけ抑えることが秋以降の成績安定につながります。海外の事例でも、夏場の発育
停滞の影響は経営に与える影響が非常に大きいと認識されていますが、特殊な対策は必要なく、基本的な飼養管
理の徹底が鍵を握ると認識されています。本格的な夏が到来する前に、改めて基本を見直してはいかがでしょうか。

養豚研究室

30.1℃の環境下に置いた場合は36～
37℃と高温で一定となり、身体の負担と
なっていることが分かります。
　呼吸数も増加します。分娩前後の母豚
を20.5℃の環境下に置いた場合、1分あ
たり25～50回程度ですが、29.8℃の環
境下に置いた場合は1分あたり60～120
回となり、更に暑熱環境では3倍以上呼
吸数が増加します。身体に大きな負担に
なっていることが分かります。

　準備するタイミングを大きく２つに分
けて、課題の改善策を一覧でまとめまし
た（表１）。

　飼料の保管方法や給与方法の工夫、
夏場の密飼を防ぐ（表２）ための豚舎の
活用方法を事前に想定しておきましょう。
ニップルの交換は、給水量の確保にとて

も大切な対策方法の一つのため（表３）、
給水器のメンテナンスも大切です。ファ
ンやインバーター、入気口の点検を実施
しておきましょう。

　豚房への散水や送風など、母豚や雄
豚の体温を下げる工夫をしましょう。散
水は、蒸散（水の蒸発）効果により豚舎
の温度を下げる効果があり、実施しない

場合と比較して約5℃下げる効果が期待
できます。また、豚への送風は、以下の式
で計算することができます。
　1ｍ/秒の風速であれば、マイナス４℃
分、4ｍ/秒の強さであればマイナス8℃
分、体感温度が下がります。しかし、夜は
気温が低下するため、日中と同じような
送風は実施しないように注意してくださ
い。夏場の暑くなる前に、準備をしておき
ましょう。

なぜ豚は暑さに弱い？

どの程度の変化がある？

改善策は？

春から梅雨前の対策
豚からのメッセージは？

梅雨から夏の対策

教えて!

表 1　改善策一覧表
準備するタイミング

春から梅雨にかけて

飼料を食べない
①飼料管理
②飼料給与方法の工夫
③密飼を防ぐ
④給水器の交換
⑤流量の増加
⑥給水器の増設
⑦ファン、インバーター、入気口の点検
⑧ファンの増設や能力の見直し
⑨豚房の散水、豚舎内の細霧
⑩豚への送風
⑪豚舎に入る熱を遮る工夫
⑫寒冷紗、散水、クーリングパッド
⑬母豚の体温を下げる
⑭雄豚の睾丸の温度を下げる

豚の飲水時間が長い
給水器の流量が少ない

豚舎内の風が弱い

豚が床に寝そべり動きがにぶい
呼吸数が多い
豚体の汚れや濡れが目立つ

母豚の調子が悪い
雄豚の調子が悪い

梅雨から夏にかけて

夏場に防ぎたい状況 改善策

表 2　発育ステージ別の１頭あたり最小面積と１群あたり頭数

発育ステージ 体重区分
（kg）

床の形状と１頭あたり
最小面積（㎡／頭）

１群あたり頭数（頭数／群）

18～30

30～45

45～68

68～110

0.74

0.74

0.93

1.11

0.37

0.37

0.56

0.74

0.37

0.37

0.56

0.74

20～30

20～30

10～15

10～15

哺乳後期

育成子豚

肥育豚

平床 部分スノコ 全面スノコ

表 3　ニップルの交換前後の給水量の変化

ニップル番号
1
2
3
4
5

700
900
500
400
600

1,400
1,500
1,400
1,400
1,400

交換前（ml/分）交換後（ml/分）

体感温度（℃） = 舎内気温（℃） －４√風速（m/秒）

参考となる記事

体感温度の式

送風の記事 母豚への対策 雄豚への対策

飼料管理の記事 飼料給与の記事 給水管理の記事 環境調査の記事

おう が

養豚

（ちくさんクラブ過去号から）

参考となる記事 （ちくさんクラブ過去号から）

2017年6月号

2018年6月号 2021年4月号 2021年6月号 2022年6月号

2020年6月号 2010年8月号
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「夏場対策のポイント」中研

世界規模の地球温暖化の影響によ
り、日本でも全国各地で気温上昇が認
められています。東京都の年平均気温に
ついて見てみると、この100年で約2℃
上昇しており、昨年6～8月の平均気温
も、100年前と比べて数℃高まっている
ことが分かります（図1）。

夏場は外気温が高く、鶏の体温維持
に必要なエネルギーが少なくてすむた
め、飼料摂取量が落ちます。採卵鶏の飼
料は週齢に合わせて、産卵に必要な栄
養の理想的なバランスを追求した設計
となっているため、摂取量が落ちること
で栄養が不足しがちとなり、産卵成績が

低下しやすくなります。
また鶏には汗腺がなく、体にたまった
熱を放出させるために呼吸を早め、口か
ら熱を逃がす「パンティング」を行いま
す。呼吸が早まると体内の重炭酸イオン
（HCO3-）が二酸化炭素CO2として過剰
に排出されてしまいます。その結果、血液
中のpHが7.4から7.7まで上昇し、血液が
アルカリ性に傾きます。血液pHが上昇す
ると、卵殻形成のためのカルシウム運搬
にかかわる酵素の活性が低下して、卵殻
形成に異常をきたし、産卵成績の低下
や卵殻質の悪化を招くことが分かって
います（図2左）。これらの現象は鶏の体
内での酵素反応の低下が原因のため、
飼料や飲水中へのカルシウム補給では
改善されません。
当研究室で飼養する白玉鶏群のうち、
成鶏舎移動の季節（夏と冬）が異なる2
ロットを比較したところ（図3）、冬に成鶏
舎へ移動したロットが、赤い点線で示し
た夏場（6～8月）を迎える週齢で、舎内
温度の上昇により、卵殻の形成に異常
が生じ、卵殻強度、卵殻厚が低下してい
ることが分かります。

パンティングで失った重炭酸イオンを
補給するのに最も効率的なものは重曹
（炭酸水素ナトリウム）で、安価なため幅
広く用いられています。飼料中に夏場対
策として重曹を添加している場合もあり
ますが、添加していない場合は飲水タン
クに0.2%添加すると、夏場の卵殻質低
下を防ぐことができます（図2右）。夏季
に飼料への重曹添加試験を実施したと
ころ、卵殻強度や卵殻厚が改善しました

卵殻質の低下と暑熱対策

（図4）。重曹を使用する際の注意点とし
ては、飼料中に重曹を添加すると、飼料
中ミネラル分が高くなりすぎて飲水量が
増加し、軟便を引き起こす可能性がある
ため、あらかじめ飼料中に含まれるナト
リウム源(食塩など)を調整する必要があ
ります。
その他、重曹以外の暑熱対策資材の
使用も有効です。混合飼料フェスタ（科学
飼料研究所）などの抗酸化成分を含む
資材や、摂食量が落ちる夏場に不足しが
ちなアミノ酸やビタミン、ミネラルを含ん
だ資材を給与することにより、産卵成績
の低下を最小限に抑えることが期待でき
ます。混合飼料フェスタでの夏場対策に
興味のある方は、お近くのくみあい飼料
までお気軽にお問い合わせください。

また、飲水での対策として、飲水温度
を下げることが有効です。鶏舎外の配管
に直射日光を当てないように寒冷紗を
設置したり、ニップルライン内の水を定
期的に入れ替え、ぬるくなった水を排出
したりする方法があります。その際、配管
内部にノロ（ヌル）が発生している場合
は入れ替え時の水流により、ノロがはが
れてニップルが詰まる可能性があるた
め、夏場前の点検と定期的な洗浄を心
がけましょう。

飼料摂取後は体温が上昇し、2～3時
間ほどでピークに達するため、この時間
帯が気温上昇のピークに重なると、熱死
のリスクが高まります。そのため極度に

気温が高まる場合には、午前中の給餌
を停止し、体温上昇と気温のピークが重
ならないようにすることも有効です。採
卵鶏では気温の下がった夜間に給餌す
ることで、暑熱によるストレスを抑えなが
ら、夏場に低下する飼料摂取量を補うこ
とができます。

①消灯から4時間後に1時間の点灯と給
餌を行います。

②翌朝まで3～4時間消灯します。
③やめるときは2週間かけて点灯時間を
3～4日ごとに15分ずつ短縮し、元に
戻します。
④産卵リズムの乱れを防ぐため、3カ月
以上継続しないようにします。

地球温暖化で気温上昇

重曹などを用いた暑熱対策

給餌方法での対策

産卵成績や卵殻質への影響

教えて!

図1　東京都の年平均気温の推移(左)と東京都の夏季(６～８月)平均気温の比較（右）
          （気象庁HPより）

図2　夏場の鶏の反応と重曹の効果 図4　飼料への重曹添加による卵殻質の改善(左：卵殻強度、右：卵殻厚) （全農中研調べ） 図5　採卵鶏における夜間給餌の方法（一例）

図3　舎内温度の季節間変動に伴う卵殻質への影響(左：卵殻強度、右：卵殻厚)（全農中研調べ）
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※赤い点線で囲った部分が、冬季に成鶏舎に導入したロットが夏季（6-8月）を迎える週齢。
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気象庁から発表された季節予報によると、今年の夏は平年並みか平年よりも
暑くなる可能性が高く、今年も厳しい暑さが予想されます。本号ではより一
層過酷になっていく夏場の暑さと、採卵鶏の生産性への影響、その対策に
ついてご紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　  　   養鶏研究室

鶏

採卵鶏における夜間給餌方法の一例

放熱のために
パンティング
を行う

東京都の年平均気温の推移 東京都の夏季月別日平均気温の比較

飲水添加で
重曹を
給与する

重曹
（NaHCO3）

パンティングによりCO2が放出され、
体内の重炭酸イオン（HCO3-）が
不足する
血中pHがアルカリ性に傾き、
カルシウムの運搬に悪影響

環境温度上昇

重曹（炭酸水素ナトリウム）により、
重炭酸イオン（HCO3-）を補給

産卵率・卵殻質の低下
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クリニック検査活用で子牛事故率を改善
　子牛の事故は母牛、環境、飼養管理方法などさまざまな要因によって引き起こされます。子牛事故率の改善には、原因をひと
つひとつ調査し、それに対処することが重要です。今回はクリニック検査を活用し、子牛事故率を低減した黒毛和種一貫経営
農場の事例をご紹介します。

　黒毛和種繁殖農家や一貫経営農場に

おいて、子牛の事故は経営に直結する大き

な課題です。農林水産省ホームページの家

畜統計と家畜共済統計表から算出すると、

生後6カ月未満の黒毛和種子牛の死廃事

故は2013年～17年の間、5～6%で推移して

おり、事故率の低減が重要といわれています。

　子牛の死廃事故は分娩時だけでなく、

　本農場は母牛150頭規模の黒毛和種

一貫経営農場で、子牛は親付け哺乳を

行っています。生後３カ月以内の子牛の

事故率が、生後すぐの下痢や牛呼吸器

病症候群の罹患によって15%程度に達し

ていることが課題でした。

　農場を訪問し、母牛の栄養度（ボディ

コンディション）を測定して栄養状態を調

査したところ、痩せ気味でした。また、母

牛頭数増加に伴い、分娩房の数が足り

ておらず、子牛は生後すぐに下痢を起こし

ている個体が多い状況でした。さらに、下

痢や肺炎罹患時の隔離用 のハッチを消

毒せずに使い続けており、新たに入れた

子牛の状態が悪化してしまうことがありま

した。 このことから、母牛の栄養状態と子

牛の免疫・栄養状態・飼養環境が主な

子牛の事故原因として考えられました。

　子牛事故率の原因を調査するため、

虚弱子牛の原因となる母牛の栄養状態

妊娠末期の母牛の栄養状態、生後すぐの

飼養環境、初乳の摂取状況、下痢や呼吸

器病の発生など要因はさまざまで、まずは

原因の特定が重要です。

　生後すぐの黒毛和種子牛の体脂肪率

は3%ほどともいわれ、不十分な初乳の摂

取や初産牛の乳量不足などにより十分な

栄養が得られないと、生後２、３日でエネ

ルギー不足による免疫力低下や活力低

下が引き起こされるといわれています。そ

のため、生後すぐの衛生環境に対する抵

抗力の獲得や栄養状態の改善のために
子牛の死廃事故1

を調査できる母牛代謝プロファイルテス

ト、初乳の摂取状況を確認することがで

きる生後1週齢子牛での血清IgG（lgG）

検査などを実施しました。

　母牛代謝プロファイルテストでは、妊娠

末期、授乳期、維持期の3ステージに分け

て各ステージ5頭以上を目安に採血し、分

舎に母牛の分娩房を作成し、母牛の移

動前は消毒や乾燥を行うため１週間の空

房期間を設定し、移動後の逆性石鹸系

消毒薬での消毒に加えて消石灰の散布

を行いました。

　子牛については、母牛の初乳に加えて

免疫グロブリン量の多い「さいしょのミ

ルク」の給与、ハッチの洗浄・消毒、下

痢発症時の治療方法の変更や抗コクシ

ジウム剤給与の給与時期を早めました。

「さいしょのミルク」の追加給与は、特

に初産牛で不足しやすい初乳からの免

疫物質を補い子牛の免疫力を強化する

ためで、実際に10g/L以下だった血清

IgG濃度が18g/Lに増加していることを

確認しました（図1）。

の低値が確認されました（表１）。

　子牛の免疫状態に関して、良質な初

乳を十分量摂取した子牛のIgGは10g/ 

L以上といわれていますが、本農場ではそ

れらの基準に満たない子牛がいることが

判明しました（図１）。また、生後２カ月以

内の子牛の下痢の原因として、クリプトス

ポリジウムやコクシジウムなどの原虫が

検出された一方で、ロタウイルスやコロナ

ウイルスなどのウイルスの関与は否定さ

れました。

　

農場の問題点2

子牛の事故率の低減に向けて3

析しました。その結果、妊娠末期では血中

遊離脂肪酸（NEFA）の上昇が見られ、こ

の時期のエネルギー不足が示唆されまし

た。また、授乳期では、初乳の質や授乳中

の乳質に重要かつ子牛の免疫機能にも関

与する、血中タンパク質の指標であるアル

ブミン（ALB）や血中尿素態窒素（BUN）

　これらの対策により、子牛は清潔な環

境で分娩を終えることができるようになり、

初乳をきっちりと摂取することで十分に免

疫を獲得し、病原体に対する抵抗力を

高められました。結果、事故につながる

ような疾病への罹患が抑えられ、順調に

発育することができ、事故率は前年の約

15%から約 5%まで低下しました（図２）。

農場では今回の対応で飼養管理の重要

性を理解し、農場全体の衛生管理レベ

ます。根本的な問題把握や予防対策の

立案などは、管轄のＪA・経済連・くみ

あい飼料・県本部にご相談ください。

対策後の状況4
表１. 母牛の代謝プロファイルテスト結果

区分 栄養度 ALB(g/dl) BUN(mg/dl) NEFA(mEq/L)

妊
娠
末
期

授
乳
期

維
持
期

4
5
4
3
4
4
4
3
4
5
3
4
4
5
5
4
3

3.1
3.0
3.2
3.3
3.3
3.8
2.9
2.9
2.9
3.6
2.9
3.1
4.0
3.3
3.8
3.1
3.0

10.6
8.9
8.6
22.6
12.1
6.3
6.5
6.7
9.6
8.5
5.5
4.1
9.8
11.0
6.7
9.5
10.0

0.17
0.26
0.20
0.31
0.40
0.11
0.08
0.07
0.11
0.08
0.11
0.14
0.27
0.16
0.17
0.14
0.08

：標準値・基準値より高い値　　　　：標準値・基準値より低い値

表2. 母牛の飼料給与体系の変更
変更前 変更後

図2. 子牛の事故率の低下

0％

5％

10％

15％

対策前 対策後

繁殖ステージ 妊娠末期
2.5
6.0
102%
95%
115%

配合飼料
乾牧草
DM
CP
TDN

飼料
給与量
(kg/日 )

栄養
充足率

授乳期
3.0
6.0
95%
86%
108%

維持期
1.0
6.0
98%
83%
111%

妊娠末期
3.0
6.0
104%
104%
119%

授乳期
5.0
6.0
102%
103%
119%

維持期
1.5
6.0
100%
95%
115%

子牛A  ３日齢（対策前） 子牛B  ３日齢（対策後）
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0
IgG(g/L)

7.4

18.0十分量の良質初乳
摂取の目安

図1. 初乳摂取後の子牛の血清中IgG濃度

対策のポイント

対策後

ルを底上げすることができました。

　ワクチン接種や投薬治療を行っても子

牛の問題が改善しない場合もあると思い

・母牛の飼料給与体系の変更
・分娩房の増設
・分娩房の空房期間設定・消毒強化
・子牛への「さいしょのミルク」の
　追加給与
・子牛ハッチの洗浄・消毒
・下痢子牛の治療方法の変更

も、母牛の妊娠末期の栄養状態と初乳の

摂取状況の確認も農場の病原体のモニ

タリング同様に重要です。

　本農場では、まず母牛の栄養状態を

改善するため、給与体系の見直しを行

い、妊娠末期と授乳期、維持期において

配合飼料の増給を実施しました（表２）。

あわせて、衛生環境改善のため新しい牛
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キャプション●●●●●●●●●●●●●●●●●農事組合法人岩手山麓ディリーサポート
岩手県八幡平市平笠24地割709-2　従業員数：TMRセンター16人、自社牧場4人
管理面積：300ha　年間製造量：TMR5300t、ロールベール2000～2500個

１袋平均650㎏で出荷
女性職員も活躍！

TMRセンター

必要な量だけ
自動で粗飼料を集める
自走式混合飼料ミキサー

収穫した飼料作物は15基の
バンカーサイロでサイレージ発酵された後、
リンゴ粕や醤油粕などの食品残さや
配合飼料が混合され、発酵TMRになる コストを抑えた土壁のバンカーサイロ

岩手山麓ディリーサポート
代表の松本さん

総務・経理
武田マリ子さん

岩手県八幡平市では、

餌となるTMRの製造から生乳の集出荷まで、

酪農家を支える体制が確立され、ゆとりある酪農が実現できている。

地域の酪農家が立ち上げた農事組合法人岩手山麓ディリーサポートが、

自給した粗飼料を使った発酵TMRを製造し、安定的に供給。

JA全農いわて岩手山麓コールドセンターが

HACCPの考え方に基づいた検査と温度管理を行って、

高品質な生乳を全国に届けている。

岩手山麓ディリーサポートTMR製造部門・粗飼料生産部門メンバー

共創
する
チカラ

酪農家（岩手県八幡平市）

JA全農いわて
岩手山麓コールドセンター

ＪＡ全農いわて

農事組合法人
岩手山麓ディリーサポート

ＪＡ全農北日本
くみあい飼料㈱
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岩
手
山
麓
ディ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
岩
手
山

の
ふ
も
と
に
広
が
る
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し

た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
製
造
と
供
給
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

事
業
を
経
営
の
柱
に
据
え
、
今
年
で
設
立
か

ら
18
年
目
を
迎
え
る
。
２
０
1
7
年
に
３
代

目
の
代
表
と
な
っ
た
松
本
千
秀
さ
ん
は
設
立

時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
同
市
で
搾
乳
牛
65
頭

（
全
頭
数
約
１
２
０
頭
）
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
牧

場
を
家
族
４
人
で
経
営
。
2
0
0
7
年
に
は

優
れ
た
経
営
が
評
価
さ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
地
域
酪
農
を
け
ん
引
し

て
き
た
。
購
入
飼
料
や
資
材
費
、
光
熱
費
の

高
騰
な
ど
で
畜
産
農
家
を
取
り
巻
く
状
況
が

厳
し
さ
を
増
す
中
、
松
本
さ
ん
は
「
少
し
で

も
価
格
を
抑
え
、
高
品
質
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
供
給

す
る
こ
と
が
組
合
の
使
命
で
す
」
と
話
す
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
設
立

当
時
か
ら
粗
飼
料
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
自
給

飼
料
で
ま
か
な
う
。
今
後
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

耕
作
面
積
を
更
に
増
や
し
、
濃
厚
飼
料
の
自

給
割
合
を
高
め
て
い
く
方
針
だ
。
現
在
の
草

地
面
積
は
受
託
分
を
合
わ
せ
て
２
０
０
ha
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
１
０
０
ha
。
松
本
さ
ん
は「
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
耕
作
面
積
を
あ
と
１
割
ほ
ど
増

や
す
計
画
で
す
。
単
収
を
上
げ
、
価
格
を
抑

え
つ
つ
品
質
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
話

す
。
土
壌
を
改
良
し
、
雑
草
防
除
や
耕
作
地

の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

　
利
用
す
る
生
産
者
は
、
同
市
内
を
中
心
に

現
在
14
戸
。
2
0
2
2
年
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
年
間
製

造
量
は
５
３
０
０
ｔ
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
は
年
間

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
個
を
供
給
す
る
。
泌

乳
期
用
２
種
類
、
乾
乳
期
用
１
種
類
を
製

造
し
、
搾
乳
牛
向
け
の
平
均
価
格
は
運
賃
税

込
み
で
１
ｔ
約
４
万
円
。
製
造
に
あ
た
っ
て

は
設
立
時
か
ら
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
や
Ｊ
Ａ
全

農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
が
メ
ニ
ュ
ー
づ
く

り
な
ど
の
助
言
を
し
て
い
る
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
若
い
従
業
員
が
多

く
活
躍
し
て
お
り
、
組
合
員
で
あ
る
酪
農
家

の
作
業
負
担
が
な
い
の
も
特
徴
の
一
つ
だ
。

た
だ
当
初
は
季
節
雇
用
の
非
正
規
従
業
員

に
頼
っ
た
不
安
定
な
雇
用
形
態
だ
っ
た
た
め
、

組
合
員
の
出
役
が
常
態
化
し
て
い
た
。
松
本

代
表
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
よ
う
と
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
正
社
員
を
増
や
し
、
若
い

働
き
手
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
き
た
。

　
設
立
時
か
ら
働
く
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々
木

良
治
さ
ん
は
県
内
の
高
校
で
リ
ク
ル
ー
ト
活

動
を
す
る
一
方
、
組
織
の
福
利
厚
生
や
待
遇

面
を
徐
々
に
改
善
し
、〝
ブ
ラ
ッ
ク
〞だ
と
思
わ

れ
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
いっ
た
。
そ
の

結
果
、
求
人
に
困
ら
な
い
状
況
が
生
ま
れ
、

今
で
は
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
た
。
佐
々
木

さ
ん
は｢

今
春
も
高
卒
の
新
入
社
員
を
１
人

迎
え
、
従
業
員
は
２
人
の
パ
ー
ト
を
含
め
て

16
人
に
な
り
ま
し
た
。平
均
年
齢
は
30
歳
で
、

９
割
が
非
農
家
で
す
」
と
胸
を
張
る
。

　「
若
い
人
が
働
く
場
に
は
、
若
い
人
が
集

ま
っ
て
く
る
」と
、佐
々
木
さ
ん
は
断
言
す
る
。

職
場
は
活
気
が
あ
ふ
れ
、
労
働
の
質
も
変
化

し
て
き
た
と
い
う
。｢

最
初
は
畜
産
に
興
味
が

な
く
て
も
、
働
く
中
で
魅
力
に
気
づ
か
せ
る

自
信
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
入
社
後
の
離
職

率
は
低
く
、
社
員
は
生
産
者
を
支
え
る
こ
と

に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
働
い
て
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
昨
年
、
離
農
す
る

酪
農
家
の
牛
舎
を
活
用
し
、
牛
群
飼
養
管
理

部
門
（
自
社
牧
場
）
を
新
た
に
設
け
た
。
自

社
の
飼
料
で
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
将
来
的
に

は
６
次
産
業
化
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。
部

門
長
と
し
て
昨
年
入
社
し
た
親
川
泰
典
さ
ん

は
「
40
頭
規
模
の
牛
舎
で
す
が
、
今
の
搾
乳

頭
数
は
29
頭
。
乳
質
向
上
の
た
め
に
牛
群
を

見
直
し
て
い
る
最
中
で
す
。
今
後
は
１
頭
あ

た
り
の
乳
量
を
上
げ
、
自
家
産
で
優
良
牛
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
将
来
的
な
規
模
拡
大
を
目
指
す
。

　
更
に
、
松
本
さ
ん
は
離
農
が
相
次
い
で
い
る

現
状
を
変
え
て
い
き
た
い
と
語
る
。
牧
場
を

始
め
て
か
ら
新
た
に
４
人
の
社
員
を
雇
用
し
、

デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
酪
農
後
継
者
を
育
成

す
る
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。｢

生
乳
生

産
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
事
業
の
幅
が
広
が
っ

た
。
将
来
、
独
立
し
て
新
規
就
農
を
希
望
す

る
人
が
出
て
き
た
時
は
最
大
限
応
援
し
て
い

き
た
い
」
と
松
本
さ
ん
。
大
変
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
若
者
た
ち
と
夢
を
語
り
、
酪
農
の
未

来
の
た
め
、
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

　
デ
ィ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
組
合
員
の
牧
場
の

生
乳
を
集
乳
し
、
全
国
の
乳
業
工
場
に
出

荷
す
る
の
が
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
岩
手
山
麓

コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
だ
。
県
央
５
市
町
か
ら
集

乳
す
る
量
は
１
日
約
１
３
０
ｔ
。
約
７
割
が

首
都
圏
や
東
海
・
北
陸
な
ど
県
外
へ
出
荷
さ

れ
る
。
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
は
集
乳
出
荷
業
務

の
ほ
か
、
日
々
の
検
査
で
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

信
頼
を
獲
得
し
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な

ぐ
重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
長

の
遠
藤
年
治
さ
ん
は｢
私
た
ち
の
検
査
結
果

を
見
て
、
生
産
者
は
出
荷
可
否
の
判
断
を
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ス
が
許
さ
れ
ず
、
正

確
な
数
値
で
信
頼
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
話
す
。
酪
農
家
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
信
頼
を
維
持
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
多
く
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
て
生
産
者
を
支
え
て
い
る
。

若
者
を
積
極
的
に
雇
用

自
社
牧
場
も
ス
タ
ー
ト

厳
密
な
検
査
で
、

乳
業
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
獲
得

JA全農いわて岩手山麓コールドセンター
岩手県八幡平市平笠第24地割1番77号
従業員数：9人　業務内容：生乳の集乳、出荷、品質検査
集乳量：130t

親川部門長㊨と
昨年１月に就職した伊藤裕志さん（23）㊥、
三浦七実さん（21）ら牛群飼養管理部門メンバー

ショベルカーで粗飼料を運ぶ三浦さん 昨年離農した酪農家から受け継ぎ、立ち上げた自社牧場

JA全農いわて
岩手山麓コールドセンターの

遠藤センター長

HACCPに基づいた検査を実施したうえで、全国へ出荷

JA全農いわて岩手山麓コールドセンター

全農北日本くみあい飼料岩手営業所の遠藤さん㊨
と指導役の鎌田三義さん

TMRセンターの
佐々木センター長

昨年６月から担当となった全
農北日本くみあい飼料岩手営
業所の遠藤隆太郎さんは「私
自身も北海道の酪農家だった
ので、飼料高騰などの大変さ
はよく分かります。生産者の皆
さんに寄り添いながらサポート
していきたいです」と話す。

COMMENT

牛群飼養管理部
吉田華奈さん

カワイイ牛と
地域の人に囲まれ、
毎日楽しいです！
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n e w s n e w s

和
牛･

う
し
の
中
山（
鹿
児
島
）初
栄
誉

交
雑･
緑
陽
肉
用
牛
牧
場（
北
海
道
）2
連
覇

Ｊ
Ａ
全
農
は
２
月
３
日
、大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
南
港
市
場
で「
第
42
回
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会
」を
開
い
た
。和
牛

の
部
で
は
㈲
う
し
の
中
山（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、交
雑
牛
の
部
で
は
㈲
緑
陽
肉
用
牛
牧
場

（
北
海
道
士
幌
町
）が
２
連
覇（
前
年
は
グ
ル
ー
プ
会
社
）を
果
た
し
た
。

　
西
日
本
最
大
規
模
の
共
励
会
で
、今
回
は
15

道
県
か
ら
黒
毛
和
種
94
頭
、交
雑
種（
Ｆ
１
）35

頭
の
計
１
２
９
頭
が
出
品
さ
れ
た
。審
査
委
員

長
を
務
め
た
日
本
食
肉
格
付
協
会
の
芳
野
陽

一
郎
専
務
理
事
は
全
体
を
通
じ
て
、「
黒
毛
和
種

で
は
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
の
平
均
値
が
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
た
ほ
か
、雌
・
去
勢
全
体
の
肉
質
５
等

級
率
は
91
・
５
％
に
の
ぼ
っ
た
。特
に
去
勢
牛
に

肉
質
が
良
好
な
枝
肉
が
多
く
、高
い
レ
ベ
ル
の
枝

肉
共
励
会
と
な
っ
た
」と
評
価
し
た
。

　
和
牛
の
部
は
雌
８
頭
、去
勢
86
頭
の
出
品
が

あ
り
、全
頭
が
４
等
級
以
上
だ
っ
た
。Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

12
が
43
頭
で
、去
勢
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
10
以
上
が

75
・
５
％
を
占
め
た
。枝
肉
の
平
均
重
量
は
昨
年

よ
り
雌
で
約
50
㎏
増
加
し
、全
国
平
均
を
約
70

㎏
上
回
っ
た
。同
部
の
品
質
概
略
は
次
の
通
り
。

　
最
優
秀
賞
の
う
し
の
中
山
は
、昨
年
開
か
れ

た
鹿
児
島
全
共
８
区
で
優
等
賞
１
席
を
獲
得

し
、本
共
励
会
で
も
入
賞
常
連
だ
っ
た
が
、最
優

秀
賞
の
受
賞
は
初
め
て
。審
査
講
評
で
は
、「
６

０
０
㎏
超
の
大
型
牛
で
、カ
タ
、ロ
イ
ン
、モ
モ
の

厚
み
が
素
晴
ら
し
く
、肉
量
感
の
豊
か
さ
が
飛

び
ぬ
け
て
い
た
。肉
質
も
肉
色
、光
沢
、脂
質
が

全
て
良
質
で
最
優
秀
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
」

と
高
く
評
価
さ
れ
、審
査
員
満
場
一
致
で
選
ば

れ
た
。今
共
励
会
最
高
値
の
１
㎏
４
０
２
８
円

で
落
札
さ
れ
た
。

　
交
雑
牛
の
部
は
雌
18
頭
、去
勢
17
頭
が
出
品

さ
れ
、歩
留
等
級
は
Ａ
が
20
％
、Ｂ
が
60
％
、Ｃ

が
20
％
だ
っ
た
。肉
質
等
級
は
４
以
上
が
42
・

９
％
、３
以
上
は
94
・
３
％
だ
っ
た
。同
部
の
品
質

概
略
は
次
の
通
り
。

　
最
優
秀
賞
の
緑
陽
肉
用
牛
牧
場
は
、昨
年
受

賞
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
の
十
勝
緑
陽
牧
場
に
続

き
、２
年
連
続
で
栄
冠
を
手
に
し
た
。更
に
、優

秀
賞
、優
良
賞
も
グ
ル
ー
プ
で
独
占
す
る
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。審
査
講
評
で
は
、「
枝
肉
全
体

の
厚
み
に
富
み
、脂
肪
の
付
着
も
均
等
で
、正
し

く〝
和
牛
体
型
〞。良
形
の
ロ
ー
ス
芯
と
バ
ラ
の
厚

み
も
充
実
し
て
お
り
、出
品
牛
の
中
で
最
も
肉
の

光
沢
と
脂
肪
の
質
に
優
れ
た
枝
肉
だ
っ
た
」と

評
価
さ
れ
、満
場
一
致
で
の
選
出
と
な
っ
た
。

和
牛
の
部･

全
頭
４
等
級
以
上

う
し
の
中
山･

圧
倒
的
肉
量
感

交
雑
牛
・３
等
級
以
上
が
94
％

緑
陽
肉
用
牛
牧
場
・〝
和
牛
体
型
〞

最高値の4028円で落札

2023 2／3

第42回 全農肉牛枝肉共励会 入賞牛一覧表

最優秀賞

優秀賞

優良賞

区分 出品県 導入産地出品者名
父 母の父

血　統
母の祖父

枝肉重量
（㎏）

歩留
基準値 規格

ロース芯
面積（㎠）

バラの
厚さ（㎝）

BMS
No．

枝肉
単価（円）

出荷
月齢

北海道

北海道

北海道

 北海道

 北海道

 北海道

㈲緑陽肉用牛牧場

㈱十勝緑陽牧場

㈲緑陽肉用牛牧場

23

22

23

北美津久

北美津久

北美津久

－

－

－

－

－

－

566.6

508.8

526.2

73.1

72.4

71.7

A5

A5

B4

73

69

74

9.1

7.7

6.4

8

9

6

2,054

1,839

1,543

交雑牛の部

　鹿児島全共８区優等賞１席に
続き、今共励会でも最優秀賞を
受賞できたのは、坂本晃汰場長
をはじめとする従業員の熱い気
持ちのおかげです。

　味にこだわりぬき、おいしくするためにはどうすればいいかを常
に考えて餌を工夫してきました。黒酢もろみやさまざまな酵素を
給与し、牛の能力を最大限引き出すことに注力しています。
　今後も牛から“命をいただいている”との思いを持ち、1日２
回、全頭に声をかけ、従業員とともにたくさん手をかけて大切
に育てていきたいと考えています。

鹿児島県
㈲うしの中山
中山高司代表

交雑牛・最優秀賞
　規模の大きな大会で2連覇で
き、とても驚きました。ひとえに牧
場で働いてくれているスタッフの
おかげで、心から感謝していま
す。今回出品した「北美津久」４

頭全ての状態が良く、血統の能力をうまく引き出すことがで
きました。
　昨年の秋以降、高騰する餌代の負担を軽くするため、肥
育期間を14～15カ月と、従来より１カ月短くしました。重量
は10～15㎏落ちましたが、質は維持できており、今後も短
期肥育を更に極めていきたいと考えています。

北海道
㈲緑陽肉用牛牧場
奥秋和博社長

和牛・最優秀賞

中山代表㊧と坂本場長

最優秀賞

優秀賞１席

優秀賞２席

優秀賞３席

優良賞１席

優良賞２席

優良賞３席

優良賞４席

区分 出品県 導入産地出品者名
父 母の父

血　統
母の祖父

枝肉重量
（㎏）

歩留
基準値 規格

ロース芯
面積（㎠）

バラの
厚さ（㎝）

BMS
No．

枝肉
単価（円）

出荷
月齢

鹿児島県

佐賀県

鹿児島県

山口県

岡山県

佐賀県

広島県

熊本県

鹿児島県

長崎県

鹿児島県

山口県

岡山県

宮崎県

広島県

熊本県

㈲うしの中山

栗添和明

㈲ダイユー第１農場

㈲岩国ファーム

（農）伍協牧場

中山牧場

長岡直幸

㈱中林ファーム

27

29

27

28

29

29

28

28

安亀忠

若百合

華忠良

百合幸

福之姫

勝美利

美国桜

福之姫

第2勝王

美国桜

安福久

安福久

安福久

安福久

安福久

安福久

安福久

平茂晴

忠茂勝

百合茂

第２平茂勝

勝忠平

金幸

忠富士

609.8

539.4

605

612.2

493.6

559.2

527

548.8

80.4

81.7

78.2

79.9

80.2

76.6

80.2

78.6

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

105

104

88

102

98

74

93

95

10.1

10.1

10.5

10.2

8.8

9.1

9.4

8.4

12

12

12

12

12

12

12

12

4,028

3,291

3,010

2,962

2,810

3,016

2,741

3,012

和牛の部

第
42
回
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会

枝
肉
重
量（
㎏
）

雌
５
２
５
・
４
／
去
勢
５
４
９
・
０

ロ
ー
ス
芯
面
積（
㎠
）

雌
76
・
６
／
去
勢
81
・
２

枝
肉
重
量（
㎏
）

雌
５
１
９
・
３
／
去
勢
５
５
２
・
８

ロ
ー
ス
芯
面
積（
㎠
）

雌
62
・
３
／
去
勢
54
・
１
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　前号（144号P8~9）では養鶏場で問題となる鶏伝染性気管支炎（以下、IB）の基本的な情報と、現在国内で検出
割合が多いJP-Ⅲ型に対して効果を示す新しいIBワクチンをご紹介しました。今回は、近年国内に侵入した新たな
変異株とその対策に関する最新の研究を解説します。 　　　　　　　　　　　　　   【JA全農家畜衛生研究所】

　
I
B
は
I
B
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
鶏
の
病

気
で
あ
り
、
全
国
の
養
鶏
場
に
常
在
化
し

て
い
ま
す
。
I
B
ウ
イ
ル
ス
は
遺
伝
子
変

異
が
起
こ
り
や
す
い
特
徴
を
も
つ
た
め
、

日
本
で
初
め
て
I
B
の
発
生
が
確
認
さ
れ

た
1
9
5
0
年
代
以
降
、
１
９
６
０
年
代

に
は
Ｊ
Ｐ-

Ⅰ
型
、
１
９
８
０
年
代
に
は

Ｊ
Ｐ-

Ⅱ
型
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
変
異
株
が
出
現
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
新
し
い
変
異
株
と
し
て
『
Ｑ
Ｘ

-

ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
型
（
以
下
、
Ｑ
Ｘ-

L
型
）
の

Ｉ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
』
が
各
国
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
変
異
株
は
１
９
９
０
年
代

に
中
国
で
出
現
し
、
派
生
し
た
株
が
世
界

的
に
流
行
し
て
い
ま
す
（
図
１)

。
海
外

の
Ｑ
Ｘ-

L
型
に
よ
る
被
害
事
例
で
は
、

従
来
の
Ｉ
Ｂ
と
同
様
に
呼
吸
器
症
状
、
産

卵
障
害
及
び
腎
炎
な
ど
、
多
様
な
症
状
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
が
近
年
お
こ
な
っ

た
I
B
ウ
イ
ル
ス
の
疫
学
調
査
に
お
い
て
、

中
国
や
韓
国
の
流
行
株
と
S
1
遺
伝
子
※
が

非
常
に
類
似
す
る
Q
X-

L
型
の
国
内
侵
入

を
初
め
て
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
今
後
の
研

究
に
向
け
て
Q
X-

L
型
野
外
株
を
分
離

研 究

紹 介鶏伝染性気管支炎ウイルスの変異株
（QX - l i k e 型）の対策について

図2　有効性評価試験の成績
　　  QX-like型野外株感染4日後の気管と腎臓のウイルス遺伝子量

3

4

5

6

7

8

本製品投与区 他の遺伝子型
ワクチン投与区

非投与対照区

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
量(log copies/m

L)

＊
＊

気管 腎臓 ＊：P＜0.01

図1　QX-like型IBウイルスの流行国
　　  Bandeらの報告(2017)及びNakanishiらの報告（2022）を基に作成

中国で初報告
(1996年)

全農家畜衛生研究所が
国内で初めて検出
（2020 年）

欧州に侵入
(2004年～)

QX-like型

Ｓ
１
遺
伝
子
型
の
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
を
選
択

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
、
Ｑ
Ｘ-

L
型
の

Ｓ
１
遺
伝
子
は
、
現
在
国
内
で
検
出
割

合
が
多
い
Ｊ
Ｐ-

Ⅲ
型
と
類
似
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
Ｊ
Ｐ-

Ⅲ
型
に
対
応

す
る
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
が
Ｑ
Ｘ-

L
型
に
対

し
て
も
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
が
基
礎
開
発
を

お
こ
な
い
、
㈱
科
学
飼
料
研
究
所
か
ら
販

売
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｐ-
Ⅲ
型
に
対
応
す
る

Ｉ
Ｂ
生
ワ
ク
チ
ン
『
Ｉ
Ｂ
生
「
科
飼
研
」

Ｊ
Ｐ
Ⅲ
』
を
使
用
し
て
、
国
内
で
分
離
し

た
Ｑ
Ｘ-

L
型
野
外
株
に
対
す
る
有
効
性

評
価
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
製
品
と

他
の
Ｓ
１
遺
伝
子
型
の
Ｉ
Ｂ
生
ワ
ク
チ
ン

を
そ
れ
ぞ
れ
点
眼
投
与
し
た
鶏
に
、
Ｑ
Ｘ

-

L
型
野
外
株
を
人
為
的
に
感
染
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
本
製
品
投
与
区
で
は
臓
器
中
の

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
量
が
有
意
に
減
少
し

（
図
２
）
、
呼
吸
器
症
状
の
改
善
も
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
製
品
が

鶏
に
付
与
し
た
免
疫
に
よ
っ
て
、
鶏
の
体

内
で
Ｑ
Ｘ-

L
型
野
外
株
の
増
殖
が
抑
制

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
本
製
品
が

Ｑ
Ｘ-

L
型
野
外
株
に
対
し
て
も
有
効
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
の
Ｑ
Ｘ-

L
型
の
流
行
状
況
や
病

原
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多

く
、
警
戒
が
必
要
で
す
が
、
本
製
品
が
対

策
の
一
助
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
全
農
家
畜
衛

生
研
究
所
で
は
養
鶏
場
で
の
Ｉ
Ｂ
対
策
に

活
用
で
き
る
研
究
開
発
と
情
報
発
信
を
お

こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

変
異
株
Ｑ
Ｘ‐

ｌ
ｉ
ｋｅ
型

Ｉ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

　
養
鶏
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｂ
対
策
の
基
本

は
、
適
切
な
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
と
自

農
場
の
流
行
株
に
効
果
を
示
す
Ｉ
Ｂ
ワ
ク

チ
ン
の
使
用
で
す
。
検
査
に
よ
っ
て
流
行

株
の
Ｓ
１
遺
伝
子
型
を
把
握
し
て
、
同
じ

し
ま
し
た
。
全
農
家
畜
衛
生
研
究
所
で

は
、
Ｑ
Ｘ-

L
型
の
全
国
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
既
に
全
国
的
に
流
行
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
、
早
急
に
Ｑ
Ｘ-

L
型

へ
の
有
効
な
対
策
を
見
出
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
 

Ｉ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
関
連
す
る
遺
伝
子

Ｑ
Ｘ-

L
型
に
対
す
る

Ｉ
Ｂ
生「
科
飼
研
」Ｊ
Ｐ
Ⅲ
の

有
効
性

本製品投与区では臓器中の
ウイルス遺伝子量が有意に減少

IB生「科飼研」JPⅢ
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宇
都
宮
白
楊
高
校
の
牛
舎
で
は
、
現

在
、
30
頭
ほ
ど
の
牛
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

る
。
日
頃
、
彼
ら
が
食
べ
て
い
る
粗
飼
料

は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
と
チ
モ

シ
ー
。
チ
モ
シ
ー
は
、
寒
冷
地
以
外
で
の

栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宇
都

宮
白
楊
高
校
で
は
、
約
３
年
前
に
チ
モ

シ
ー
の
栽
培
を
開
始
。
以
降
、
１
ha
の
圃

場
で
栽
培
し
て
い
る
。
ま
た
、
牛
た
ち
に

与
え
る
稲
わ
ら
は
、
校
内
の
水
田
で
収
穫

し
た
も
の
。「
粗
飼
料
に
関
し
て
は
、
校

内
で
１
０
０
％
自
給
で
き
て
い
ま
す
」と
、

農
業
経
営
科
長
の
冨
山
義
和
先
生
は
話

チ
モ
シ
ー
の
栽
培
に
取
り
組
む

粗
飼
料
自
給
率
は
1
0
0
%

特　徴

　JR宇都宮駅から徒歩15分ほどの場所にあるキャンパスには、教
室や各種実験室のほか、果樹園、温室、馬場など多彩な施設が設
けられている。高根沢農場は、4haの牧草地と県内の農高で最大の
3.5haの水田があり、広大で平坦な関東平野で各種実習を実施しや
すいのが特徴。毎年5月、全学科の1年生は、高根沢農場の水田
で田植えを体験する。

栃木県

うちの学校

JR宇都宮駅から車を走らせること約30分。街の喧騒はすっかり消え、

関東平野の広大な農地に囲まれた高根沢農場が目の前に現れた。

高根沢農場は、宇都宮白楊高校の実習の場。

牛舎をはじめいたるところで、生徒たちの明るい声が響いている。

朗らかな生徒たちに世話されている牛も、健康でどことなく楽しそうだ。

創立から130年弱にわたり、多くの農業関係者らを輩出してきた、

宇都宮白楊高校の魅力を詳しくお伝えする。

す
。
粗
飼
料
を
自
給
す
る
だ
け
で
な
く
、

牛
の
糞
尿
を
完
全
堆
肥
に
し
て
圃
場
に
投

入
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
循
環

型
農
業
も
実
践
し
て
い
る
。

新
た
な
試
み
に
も
積
極
的
だ
。
県
内

の
農
業
高
校
６
校
と
日
本
製
紙
と
連
携

し
、
国
産
木
材
を
使
用
し
た「
ク
ラ
フ
ト

パ
ル
プ
」を
実
験
的
に
牛
に
給
与
し
て
い

る
。
こ
の
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
は
同
社
が
開

発
し
国
内
で
製
造
し
た
も
の
で
、
高
品
質

な
セ
ル
ロ
ー
ス
が
主
要
成
分
。
こ
れ
に
も

み
殻
や
濃
厚
飼
料
を
混
ぜ
た
も
の
を
一
部

の
牛
に
与
え
つ
つ
、
新
た
な
飼
料
と
し
て

の
可
能
性
を
探
る
。
国
産
原
料
飼
料
の

割
合
を
高
め
、「
地
域
の
畜
産
に
も
貢
献

し
た
い
」と
意
気
込
む
。

栃木県立宇都宮白楊高等学校

校　名

栃木県宇都宮市元今泉 8 丁目 2 番 1 号

所在地

明治２８年（1895年）４月１日

設　立

856名（2022年4月時点）

生徒数

第1回～6回まで、全て出場

和牛甲子園出場歴

農業科：農業経営科、生物工学科、

 食品科学科、農業工学科

工業科：情報技術科

商業科：流通経済科

家庭科：服飾デザイン科

学　科

畜種

きてみて！

栃木県立宇都宮白楊高等学校
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みんなが作ってくれた
洋服（カーフジャケット）が

お気に入り！

牛の名前は
生徒が決めています

宇
都
宮
白
楊
高
校
の
１
年
生
は
、
週

１
回
、
高
根
沢
農
場
で
実
習
を
受
け
て
い

る
。
取
材
時
の
主
な
実
習
内
容
は
、
牛

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

穏
や
か
な
性
格
の「
つ
ぼ
み
」と
、
あ
ま
り

人
馴
れ
し
て
い
な
い「
北
斗
七
星（
ケ
ン
シ

ロ
ウ
）」だ
。

た
く
さ
ん
の
生
徒
に
囲
ま
れ
て
興
奮
し

た
の
か
、
強
く
綱
を
引
く
な
ど
思
い
も
よ

ら
ぬ
行
動
を
取
る
ケ
ン
シ
ロ
ウ
。
し
か
し
、

生
徒
た
ち
は「
も
う
10
回
以
上
、
実
習
で

お
世
話
し
て
い
る
か
ら
牛
は
怖
く
な
い
」

と
、
笑
顔
を
見
せ
る
。

冨
山
先
生
に
よ
る
と
、
本
校
に
通
う

生
徒
の
多
く
が
動
物
好
き
。
卒
業
後
の

生
徒
の
進
路
は
畜
産
の
分
野
に
限
ら
ず
、

ト
リ
マ
ー
や
動
物
園
の
飼
育
員
な
ど
、
動

物
と
接
す
る
仕
事
を
目
指
す
生
徒
も
多

い
そ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
合
わ
せ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

あ
ち
こ
ち
で
笑
顔
の
花
が
咲
く

牛
た
ち
と
の
屋
外
実
習

畜
産
分
会
を
専
攻
し
た
生
徒
に
と
っ
て

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
全
国
の〝
牛
児
〞が

日
頃
の
飼
養
管
理
の
成
果
な
ど
を
競
い
合

う「
和
牛
甲
子
園
」だ
。
今
年
１
月
の
第
６

回
和
牛
甲
子
園
を
見
た
女
子
生
徒
は
、

「
先
輩
牛
児
が
情
熱
を
ぶ
つ
け
合
う
姿
に

感
動
し
た
」と
振
り
返
る
。
ま
た
、
出
品

さ
れ
た
枝
肉
を
食
べ
た
と
い
う
生
徒
は「
脂

が
し
っ
か
り
と
の
っ
て
い
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
す

ご
く
お
い
し
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

入
学
以
降
、
畜
産
だ
け
で
な
く
果
樹

や
野
菜
の
栽
培
を
学
び
、
稲
の
手
植
え

な
ど
も
体
験
し
た
と
い
う
２
年
生
。
幅
広

い
経
験
を
経
て
、
３
年
生
で
畜
産
分
会
の

専
攻
を
決
め
た
彼
ら
の
目
に
は
、
確
か
な

意
志
が
宿
る
。
次
回
の
和
牛
甲
子
園
で

は
、
先
輩
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
自

給
粗
飼
料
を
中
心
と
し
た
飼
養
管
理
や
、

ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
を
使
っ
た
研
究
を
更
に

進
化
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
健
闘
を
見
せ
て

く
れ
る
は
ず
だ

「
和
牛
甲
子
園
」が
目
標

ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
を
研
究

冨山先生㊨と菊地修平先生

動物と接する仕事先輩“牛児”の姿に感動

　「牛に優しく」を肥育上のモットー
としており、牛の体調や牛舎の環
境を改善するためのアイデアは柔
軟に取り入れている。約3年前に
牛舎に設置した「ハエトラップ」は、
生徒たちが発案した。ハエが好み
そうな液体を入れたペットボトル製
のトラップを吊るし、ハエを捕獲す
る。ハエが減り、牛のストレスが軽
減されている。

「牛に優しく」のモットー通り、
環境も接し方も優しい

快適な環境で
くつろぐ牛

農地が充実して
いるのも、この学校
の魅力です。将来は
果樹園で働きたい

です

動植物と
触れ合える点に
魅力を感じ、

宇都宮白楊高校
に入りました

藤野 綾音さん
ふじ の　あやね

増山 木乃実さん
ましやま 　こ　の　み

星 泉里君
ほし せん　り

農業クラブの
分会長として、
他校との意見交換
会などに参加して
います。
今年1月、

カンボジアの生徒
と意見を交わす
機会がありました

渡邊 菜々美さん
わたなべ　な　な　み

　茎が細く、葉もやわらかいチモ
シーは、牛が好んで食べる。高根
沢農場にはロールベーラーやオート
ラップマシーンもあるため、乳酸発
酵させた牧草をラップして長期保
存することも可能。「いつでも牛に
良質な牧草を与えられるようになっ
たのをきっかけに、体調を崩す牛
が減りました。粗飼料をたくさん食
べるようになりました」（冨山先生）。

学校が保有するオートラップマシーン

農場で収穫された牧草

大槻 來人君
おおつき らい　と

和牛甲子園で
いい結果を
得られるよう、

精一杯頑張ります

牛たちを大事に
育てていきたいです

セ ー ル ス ポ イ ン ト 飼 育 の こ だ わ り
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酪
農
の
飼
養
効
率
改
善
へ

共
同
研
究
の
軌
跡
と
成
果

Ｊ
Ａ
全
農
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
H
・
マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所
は
1
9
9
6
年
か
ら
業
務
提
携
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

2
0
2
1
年
に
は
提
携
25
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
全
農
職
員
の
教
育
や
乳
牛
の
栄
養
生
理
及
び
飼
養
管
理
に

関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
直
近
10
年
間
に
お
け
る
全
農
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
H
・
マ
イ
ナ
ー

農
業
研
究
所
に
よ
る
共
同
研
究
の
中
で
、
飼
料
の
利
用
性
改
善
に
つ
な
が
る
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
主
な
研
究
内
容
は
泌
乳
牛
用
飼
料
中

の
デ
ン
プ
ン
や
粗
タ
ン
パ
ク
質
（C

rude 

P
rotein : C

P

、
以
下
Ｃ
Ｐ
）
含
量
の
低

減
、
ま
た
は
粗
飼
料
中
の
繊
維
の
消
化

性
に
関
し
て
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
粕
な
ど
の

穀
物
や
、
輸
入
粗
飼
料
の
使
用
量
低
減

及
び
効
率
的
利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー

ネ
ル
大
学
が
開
発
し
て
い
る
飼
料
設
計

ソ
フ
ト
のC

ornell N
et C
arbohydrate 

and P
rotein S

ystem

（C
N
C
P
S

）

の
内
容
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
、
ル
ー
メ
ン

内
に
お
け
る
炭
水
化
物
や
タ
ン
パ
ク
質
の

　
13
〜
15
年
の
研
究
で
は
、
乾
乳
後
期

に
お
け
る
タ
ン
パ
ク
質
供
給
量
レ
ベ
ル
の

検
証
を
行
い
ま
し
た
。
乾
乳
後
期
に
お
け

る
代
謝
タ
ン
パ
ク(M

etabolizable 

P
rotein:M

P
)

供
給
量
は
胎
児
の
発
育
や

分
娩
後
の
泌
乳
等
、
生
産
性
に
影
響
を

与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の

研
究
が
行
わ
れ
た
時
期
に
は
乾
乳
後
期
に

お
け
る
M
P
供
給
量
に
つ
い
て
の
意
見
が

分
か
れ
て
お
り
、
従
来
の
推
奨
値
よ
り
も

10
〜
20
%
高
め
た
ほ
う
が
分
娩
後
の
成

績
が
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
は

M
P
供
給
量
を
従
来
の
推
奨
値
よ
り
も

30
%
程
度
高
く
設
定
し
た
処
理
区
と
比

較
し
ま
し
た
が
、
分
娩
後
の
乳
量
や
乾
物

摂
取
量
の
増
加
量
は
M
P
供
給
量
を
高

め
た
処
理
区
よ
り
も
従
来
区
の
ほ
う
が
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
16
年
以
降
は
粗
飼
料
の
消
化
性
を
考
え

る
上
で
重
要
な
概
念
と
な
る
u
N
D
F
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
粗
飼
料

中
の
繊
維
は
消
化
が
早
い
分
画
と
遅
い
分
画

に
大
き
く
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
牛
の
飼
料

摂
取
量
は
ル
ー
メ
ン
内
で
消
化
さ
れ
な
い
繊

維
で
あ
る
u
N
D
F
含
量
に
大
き
く
影
響

さ
れ
ま
す
。
高
品
質
な
粗
飼
料
は

u
N
D
F
が
低
く
、
低
品
質
な
粗
飼
料
は

利
用
性
に
つ
い
て
見
直
し
が
あ
り
、
飼
料

設
計
の
変
更
に
よ
り
、
飼
料
を
更
に
効

率
良
く
利
用
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き

ま
し
た
。

　
乳
牛
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て

重
要
な
成
分
は
デ
ン
プ
ン
で
す
が
、
デ
ン

プ
ン
源
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
飼

料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
。
11
年
に
は
、

価
格
が
高
騰
し
て
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

使
用
量
を
抑
制
す
る
た
め
、
非
粗
飼
料

性
繊
維
源
で
あ
る
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
、
ふ
す

ま
、
D
D
G
S
等
を
用
い
た
低
デ
ン
プ
ン

飼
料
を
乳
牛
に
給
与
し
た
場
合
の
影
響

を
検
証
し
ま
し
た
。
対
照
飼
料
と
し
て
デ

ン
プ
ン
含
量
を
26
%
に
設
定
す
る
一
方
、

試
験
飼
料
は
デ
ン
プ
ン
含
量
を
21
%
ま
で

減
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
泌
乳
成

績
は
対
照
飼
料
と
同
程
度
で
、
健
康
状

C
P
含
量
低
減
へ

給
与
水
準
を
検
証

通
説
を
覆
し
た
乾
乳
後
期
の

代
謝
タ
ン
パ
ク
質
供
給
量
の
検
証

態
も
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
デ
ン
プ
ン
含

量
を
減
ら
し
て
も
生
産
性
を
維
持
す
る

事
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
〜
13
年
で
は
泌
乳
牛
の
タ
ン
パ
ク
質

利
用
に
関
し
て
研
究
し
ま
し
た
。
乳
牛
は

分
娩
後
に
体
脂
肪
だ
け
で
な
く
、
筋
肉

な
ど
も
動
員
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
ア
ミ

ノ
酸
供
給
に
用
い
ま
す
が
、
過
度
な
体
組

織
の
動
員
は
乳
牛
の
代
謝
疾
病
発
症
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
タ
ン
パ

ク
質
供
給
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
乳
牛

の
分
娩
後
か
ら
泌
乳
初
期
に
お
い
て
必
要

と
な
る
Ｃ
Ｐ
給
与
水
準
に
つ
い
て
検
証
し

ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
結
果
、
従
来
必

要
と
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｐ
水
準
は
16
〜
17
%

程
度
で
し
た
が
、
C
P
を
15
%
程
度
ま

で
下
げ
て
も
乳
牛
の
生
産
性
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

高
く
な
り
ま
す
が
、
飼
料
設
計
に
お
け
る

u
N
D
F
と
そ
の
他
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
乳
牛
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
考
え
る

上
で
重
要
な
栄
養
素
は
飼
料
中
デ
ン
プ
ン

含
量
で
す
が
、
T
M
R
中
の
u
N
D
F
と

デ
ン
プ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
、
特
に
ル
ー
メ
ン
内
環

境
に
影
響
を
与
え
る
ル
ー
メ
ン
内
発
酵
性
デ

ン
プ
ン
（
R
F
S
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
検

証
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
飼
料

中
の
u
N
D
F
が
6
%
以
下
の
場
合
、

R
F
S
が
19
%
以
上
に
な
る
と
乳
脂
肪
に

対
す
る
負
の
影
響
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
は
輸
入
乾
草
使
用
量
を
低
減

さ
せ
た
場
合
に
デ
ン
プ
ン
含
量
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
事
で
乳
脂
肪
低
下
リ
ス
ク
を
抑

え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
試
験
は
泌
乳
牛
以
外
に
も
子
牛
の
発

育
試
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
H
・
マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所
は
コ
ー

ネ
ル
大
学
を
始
め
と
し
て
米
国
内
外
の
研

究
機
関
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
酪
農
の
研
究
に
関
す
る
情
報
収

集
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
国
の
酪
農
畜
産
情
勢
や
研
究
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
近
く
の
経
済
連
及
び
く
み
あ
い
飼
料
担

当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

アメリカのニューヨーク州シェイジーにあるウィリアム・Ｈ・マイナー農業研究所

ZEN-NOH

 海外レポート

vol.15

JA全農提携・ウィリアム・H・マイナー農業研究所（米国）
Z E N - N O H  O v e r s e a s  R e p o r t

ふすまやビートパルプ等を用いて泌乳
牛用飼料中のデンプン含量を21%ま
で低減しても生産性を維持できた事か
ら、トウモロコシ使用量を低減できる可
能性が示された

泌乳初期における飼料中のタンパク
質含量を15%程度にしても生産性を
維持できた事から、タンパク質原料使
用量を低減できる可能性が示された

乾乳後期における代謝タンパク質給
与水準と分娩後の泌乳成績や健康
状態の関係について評価し、タンパク
質原料の使用量適正化に寄与する
可能性が示された

粗飼料中の消化されない繊維である
uNDFの評価手法について、主に日
本で用いられる輸入乾草を用いて検
証した

泌乳牛の飼料中uNDFとデンプン含
量を変えた場合の泌乳成績への影響
を評価し、泌乳成績に影響が出る粗
飼料及び濃厚飼料給与水準を検証
できた

飼料中の中性デタージェント繊維
（NDF）を低減させた場合の泌乳牛へ
の影響を検証し、乳牛の泌乳成績や
健康を維持できる水準を評価できた

低デンプン飼料給与時におけ
る炭水化物源の違いが泌乳
成績に及ぼす影響

泌乳初期における飼料中タン
パク質及び代謝タンパク質の
違いが泌乳成績及び代謝に
及ぼす影響

乾乳牛への代謝タンパク質の
給与量が移行期の摂取量、
代謝及び泌乳成績に与える
影響

日本で用いる粗飼料のuNDF
評価

飼料のuNDFとルーメン発酵
性デンプン含量の違いが、ホ
ルスタイン種搾乳牛における
栄養消化及び生産成績に与
える影響

低粗飼料条件における中性デ
タージェント繊維源の違いがホル
スタイン種搾乳牛における栄養
消化及び生産成績に与える影響

概要試験名実施年

10年以上にも及ぶ実施試験の一部

2022年に新築された育成牛舎。泌乳牛以外にも子牛の発育試験も実施している

2011年

2012～
13年

2013～
15年

2016年

2019年

2021年

粗
飼
料
の
消
化
性
を
探
究
し

効
率
的
利
用
へ
つ
な
げ
る
研
究
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　「
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
」は
、Ｊ
Ａ
東

日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
が

販
売
す
る〝
粗
飼
料
入
り
混
合
飼

料
〞。
従
来
は
別
々
に
配
送
、
給
与

し
て
き
た
配
合
飼
料
と
粗
飼
料
を

混
合
し
た
。
農
家
の
給
餌
の
手
間

を
削
減
し
、
病
気
の
減
少
と
乳
量

ア
ッ
プ
で
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
優
れ
も
の
だ
。

　
粗
飼
料
を
扱
う
Ｊ
Ａ
全
農
畜
産

生
産
部
単
味
・
粗
飼
料
課
と
配
合

飼
料
を
扱
う
Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ

い
飼
料
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
全
農
グ

ル
ー
プ
の
強
み
を
活
か
し
た
商
品
と

し
て
２
０
２
１
年
４
月
に
発
売
し

た
。
１
日
あ
た
り
の
基
準
乳
量
を

30
㎏
に
設
定
し
、
ド
ラ
イ
デ
ン
ト

コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
を
中
心
に
小
麦

ス
ト
ロ
ー
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
合
。

農
家
は
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
と
自
給
粗

飼
料
も
給
餌
す
る
こ
と
で
、
飼
養

管
理
を
簡
素
化
で
き
る
。

　
使
用
す
る
農
家
か
ら
は「
乳
量

ア
ッ
プ
を
実
感
し
た
」「
作
業
効
率
が

高
ま
り
、
余
暇
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
」な
ど
と
好
評
で
、
工
場

の
あ
る
栃
木
県
で
農
家
か
ら
の
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
。

ドライクイック
ＪＡ東日本くみあい飼料株式会社

病気減り、給餌の時短も

・本  社：群馬県太田市東新町818番地
・設立年月日：昭和45年7月
・エリア：関東・甲信越・東海・北陸の16都県
・支  店：
　

・従業員数：431人

時
間
が
毎
回
20
分
、
１
日
あ
た
り

40
分
短
縮
で
き
た
だ
け
で
な
く
、

乳
量
も
従
来
の
１
日
25
〜
26
㎏
か

ら
、
現
在
は
同
30
㎏
程
度
に
増
加
。

「
病
気
も
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
り
、

繁
殖
成
績
も
上
が
る
な
ど
い
い
こ
と

づ
く
め
」と
話
す
。

　
八
木
澤
さ
ん
は
就
農
３
年
目
。

餌
の
コ
ス
ト
を
低
減
し
た
い
と
考
え

て
い
た
際
、
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料

養
牛
課
の
髙
橋
敏
行
課
長
か
ら
試

験
段
階
の
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
を
勧
め

ら
れ
、
使
用
を
決
め
た
。
１
頭
あ

た
り
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
を
18
〜
20
㎏

／
日
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
10
㎏
／
日
程
度
給

与
。
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
は
牛
の
食
い
つ

き
も
良
く
、
従
来
に
比
べ
て
た
く
さ

ん
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
乳

量
が
増
加
し
た
。
主
原
料
が
ド
ラ
イ

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
た
め
軽
く
、「
重
い

も
の
を
持
た
な
く
て
よ
く
な
っ
た
」の

も
魅
力
の
一つ
だ
。

　
価
格
は
従
来
の
飼
料
よ
り
も
や
や

高
か
っ
た
が
、
八
木
澤
さ
ん
は「
手
取

り
が
増
え
て
管
理
も
楽
に
な
る
た
め
、

今
後
も
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
を
使
い
続
け

た
い
。
家
族
経
営
の
中
小
規
模
の
農

家
に
勧
め
た
い
」と
話
す
。

◇
　
◇

　
県
内
の
中
小
規
模
の
農
家
の
間
で

利
用
が
広
が
っ
て
お
り
、
１
カ
月
あ

た
り
の
供
給
量
は
、
発
売
１
年
目
の

２
戸
・
30
ｔ
か
ら
、
現
在
７
戸
・
１

２
０
ｔ
ま
で
増
加
。
工
場
の
生
産
能

力
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
到
達
し
て
お
り
、

需
要
に
生
産
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状

況
だ
。

　
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
単
味
粗

飼
料
課
の
佐
藤
弘
達
課
長
は「
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
ピ
ク
ス
と
協
力
し
て
生
産
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
を

圧
縮
し
て
農
家
に
還
元
し
て
い
き
た

い
」と
更
な
る
改
善
に
意
欲
を
見
せ

　
試
験
段
階
か
ら
か
か
わ
り
、
効
果

を
実
感
し
て
い
る
の
が
、
栃
木
県
大

田
原
市
の
八
木
澤
惠
祐
さ
ん（
42
）

だ
。
両
親
と
３
人
で
34
頭
を
飼
養

し
、
ド
ラ
イ
ク
イ
ッ
ク
と
自
給
す
る

Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
給
与
す
る
。
ド
ラ
イ
ク

イ
ッ
ク
を
使
い
始
め
て
か
ら
、
給
餌

１
日
40
分
時
間
短
縮

病
気
減
り
、乳
量
ア
ッ
プ

ここがイチオシ!

ドライクイックのPoint
・乳量アップ（30㎏程度/日）
・給餌の効率化
・病気の抑制
・繁殖成績の向上

・所在地：栃木県栃木市城内町１丁目８番８号
・生産能力：月120t（今後160tまで増強）
・特徴：ドライデントコーンサイレージとその他の原料を混合してドライク

イックを製造し、県内農家に配送する。硬いサイレージをほぐせる
よう機械を改修するなど、東日本くみあい飼料と二人三脚で取り
組んできた。人員を増やすだけでなく、４月にはサイレージをコン
テナで直受けできるよう施設を増強し、月160t規模まで体制を強
化する予定。

商品･サービス最前線

粗たんぱく質
（％以上）

区分

条件
給与メニュー例 （㎏/日/頭）

原料割合

保証成分値

乳量設定（㎏/日）

チモシーなどの乾牧草

WCS

ドライクイック

35㎏

5.0

̶

22.5

30㎏

5.0

̶

20.0

35㎏

̶

20.0

19.5

30㎏

̶

20.0

16.5

乾牧草あり WCSなど

割合 原材料名

その他

穀類
植物性油かす類
そうこう類

51％

25％
12％
12％

ドライコーンサイレージ、小麦ストローペレット、
糖蜜、炭酸カルシウム、食塩

とうもろこし、末粉、玄米、きな粉、デキストリン
大豆油かす、なたね油かす
大豆皮、コーングルテンフィード、ふすま、米ぬか

14.0

粗脂肪
（％以上）

1.0

粗繊維
（％以下）

25.0

粗灰分
（％以下）

10.0

Ca
（％以上）

0.5

P
（％以上）

0.25

TDN
（％以上）

65.0

る
。
全
農
畜
産
生
産
部
単
味
・
粗

飼
料
課
の
担
当
者
も「
高
齢
化
や
人

手
不
足
と
いっ
た
現
場
の
課
題
を
解

決
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ド
ラ

イ
ク
イ
ッ
ク
で
酪
農
業
に
新
し
い
ト
レ

ン
ド
を
創
造
し
て
い
き
た
い
」と
前
を

向
く
。

ＪＡ東日本くみあい飼料株式会社 生産工場紹介　　TOHOピクス㈱栃木工場

東関東（茨城県神栖市）、北関東（群馬県太
田市）、東海（愛知県知多市）の３支店と、神奈
川（平塚市）、山梨（甲府市）、長野（上伊那郡
辰野町）、新潟（北蒲原郡聖籠町）の4営業所

・自給粗飼料も活用できる！
・粗たんぱく質が高いため、どんな自給牧草で
  も合わせやすい！
・TMRに比べ、牛1頭1頭の状態に合わせて、
  自給粗飼料で給餌量を調整しやすい！

ＪＡ東日本くみあい飼料養牛課の
髙橋敏行課長

八木澤さん㊨にドライクイックの使用状況などを聞く髙橋課長㊥と佐藤課長

ドライクイックを給餌する八木澤さん

フレコン（350㎏）
で農家に納品

飼養管理のポイント

1 2
31硬いドライデントコーンサイレージ

2コーンサイレージと混合飼料を混合機に投入
3サイレージをほぐすため、試行錯誤しながら改
善した特注機械

ドライデントコーン
サイレージが主原料
の「ドライクイック」
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血統

父 母の父 母の祖父
種 性 枝肉歩留 販売価格（円）格付 ロース芯面積

（㎠）
バラの厚さ
（㎝） BMS No.

歩留等級 肉質等級
出荷体重
（kg）

枝肉重量
（kg）

単価
（円）

血統

父 母の父 母の祖父
種 性 枝肉歩留 販売価格（円）格付 ロース芯面積

（㎠）
バラの厚さ
（㎝） BMS No.

歩留等級 肉質等級
出荷体重
（kg）

枝肉重量
（kg）

単価
（円）

◎令和5年2月8日（東京食肉市場）　栃木県・第146回JAなすの和牛枝肉研究会「とちぎ和牛」　（和牛去勢28頭出品）
勝乃幸
美津照重
（平均値）

安福165の9
美国桜

北国7の8
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

574
504

（571.1）

－
－
－

3,255
2,755
（2,379）

A5
A5

100
87

（79.8）

10.3
8.8
（8.8）

12
11

（9.8）

1,868,370
1,388,520
（1,358,182）

◎令和5年2月9日（東京食肉市場）　福島県・第7回JAふくしま未来女性部肉牛枝肉研究会　（和牛去勢20頭、雌4頭　合計24頭出品）
紀多福
福之姫
（平均値）

安福久
勝早桜5

平茂勝
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

593
547

（548.7）

－
－
－

2,700
2,552
（2,282）

A5
A5

107
87

（80.8）

9.2
8.6
（8.8）

12
12

（9.5）

1,601,100
1,395,944
（1,252,633）

◎令和5年2月9日（東京食肉市場）　栃木県・「とちぎ和牛」JAなす南和牛枝肉研究会　（和牛去勢7頭、雌17頭　合計24頭出品）
勝乃幸
勝乃幸
（平均値）

美国桜
金太郎3

安福久
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

624
629

（483.9）

－
－
－

2,603
2,510
（2,103）

A5
A5

77
76

（64.1）

10.2
8.9
（7.8）

10
9

（6.9）

1,624,272
1,578,790
（1,033,719）

◎令和5年2月10日（東京食肉市場）　茨城県・全農茨城県本部常陸牛枝肉研究会　（和牛去勢19頭、雌5頭　合計24頭出品）
美国桜
諒太郎
（平均値）

勝早桜5
美国桜

安糸福
勝忠平

和
和

去勢
去勢

－
－
－

574
648

（540.1）

－
－
－

2,789
2,700
（2,231）

A5
A5

95
125

（77.6）

10.4
9.6
（8.7）

12
12

（9.0）

1,600,886
1,749,600
（1,217,933）

◎令和5年2月10日（東京食肉市場）　新潟県・令和4年度村上牛枝肉共励会　（和牛去勢22頭、雌2頭　合計24頭出品）
福之姫
福之姫
（平均値）

百合茂
安福久

安福久
平茂勝

和
和

去勢
去勢

－
－
－

590
490

（535.8）

－
－
－

2,939
2,849
（2,492）

A5
A5

88
80

（76.3）

10.3
8.9
（8.7）

12
12

（9.7）

1,734,010
1,396,010
（1,337,054）

◎令和5年2月14日（東京食肉市場）　栃木県・第2回JAしもつけ・かみつが和牛枝肉研究会　（和牛去勢29頭、雌1頭　合計30頭出品）
茂福久
美津金幸
（平均値）

幸紀雄
安福久

平茂晴
忠富士

和
和

去勢
去勢

800
745

（848.5）

531
503

（549.7）

66.4
67.5
（64.9）

2,850
2,802
（2,366）

A5
A5

94
72

（73.5）

8.5
9.2
（8.7）

12
12

（8.5）

1,513,350
1,409,406
（1,301,919）

◎令和5年2月16日（東京食肉市場）　青森県・令和4年度三農協合同肉牛枝肉研究会（宮城・新潟・青森）　（和牛去勢9頭、雌3頭　合計12頭出品）
若百合
紀多福
（平均値）

諒太郎
百合茂

安福久
安平幸

和
和

雌
去勢

－
－
－

443
612

（501.2）

－
－
－

2,771
2,412

（2,237）

A5
A5

80
91

（71.6）

7.5
8.3
（7.8）

12
12

（8.3）

1,227,553
1,476,144
（1,124,651）

◎令和5年2月16日（東京食肉市場）　宮城県・令和4年度三農協合同肉牛枝肉研究会（宮城・新潟・青森）　（和牛去勢8頭、雌4頭　合計12頭出品）
幸紀雄
茂福久
（平均値）

安福久
花之国

第1花国
茂洋

和
和

去勢
雌

850
685

（767.9）

588
451

（490.7）

69.2
65.8
（63.8）

2,705
2,622
（2,205）

A5
A5

87
79

（70.7）

9.3
7.6
（7.9）

12
12

（8.1）

1,590,540
1,182,522

（1,092,074）

◎令和5年2月16日（東京食肉市場）　栃木県・第13回JAうつのみや肥育牛部会枝肉研究会　（和牛去勢29頭、雌1頭、F1去勢6頭　合計36頭出品）
北平安
元白鵬

（平均値）

美国桜
安福久

勝忠平
百合茂

和
和

去勢
去勢

－
－
－

552
574

（557.7）

－
－
－

2,779
2,702
（2,217）

A5
A5

98
64

（74.4）

9.3
9.3
（8.7）

12
12

（8.3）

1,534,008
1,550,948
（1,230,506）

◎令和5年2月17日（東京食肉市場）　全農・第58回肉用牛枝肉共励会　（和牛去勢60頭出品）
若百合
美津照重
（平均値）

安福久
幸紀雄

勝忠平
安福久

和
和

去勢
去勢

891
725

（861.1）

616
500

（583.5）

69.1
69.0
（67.8）

3,356
2,999
（2,368）

A5
A5

114
98

（85.8）

10.3
8.3
（9.0）

12
12

（10.1）

2,067,296
1,499,500
（1,381,372）

◎令和5年3月1日（東京食肉市場）　栃木県・第52回JAおやま肉牛枝肉研究会　（和牛去勢21頭、雌3頭　合計24頭出品）
紀多福
勝早桜5
（平均値）

安福久
安福久

茂洋
平茂勝

和
和

去勢
去勢

960
820

（828.2）

666
538

（549.0）

69.4
65.6
（65.3）

2,804
2,774
（2,450）

A5
A5

131
83

（79.5）

9.8
9.7
（8.5）

12
12

（10.1）

1,867,464
1,492,412
（1,347,051）

◎令和5年3月2日（東京食肉市場）　岩手県・第63回江刺牛枝肉研究会　（和牛去勢9頭、雌17頭　合計26頭出品）
美津照重
愛之国
（平均値）

美国桜
幸紀雄

－
－

和
和

雌
去勢

620
743

（729.3）

399
503

（469.9）

64.4
67.7

（64.4）

3,500
2,955
（2,515）

A5
A5

77
84

（71.3）

7.3
8.7
（8.0）

12
12

（8.9）

1,396,500
1,486,365
（1,175,513）

雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計
雌
去
計

4,941 
6,095 
11,036 
127 
167 
294 
242 
311 
553 
221 
277 
498 
284 
412 
696 
458 
529 
987 
217 
240 
457 
314 
392 
706 
271 
323 
594 
223 
242 
465 
148 
190 
338 

565,105 
694,403 
636,514 
745,878 
741,123 
743,177 
636,649 
749,952 
700,369 
566,860 
780,099 
686,239 
582,752 
734,314 
672,553 
593,876 
737,906 
672,059 
569,191 
738,955 
658,383 
574,924 
719,231 
655,022 
605,706 
692,268 
652,776 
568,755 
725,273 
650,740 
568,776 
709,559 
647,887 

552,768 
690,389 
630,124 
695,325 
763,313 
735,355 
595,488 
746,194 
678,024 
609,509 
724,155 
675,456 
570,073 
724,833 
655,543 
602,492 
725,331 
673,308 
531,852 
705,926 
618,916 
506,699 
663,627 
595,867 
598,908 
714,609 
656,959 
612,280 
698,465 
660,352 
526,533 
708,257 
633,884 

281 
306 
295 
234 
252 
244 
280 
310 
297 
238 
267 
254 
286 
320 
307 
292 
320 
307 
273 
292 
283 
294 
318 
307 
284 
301 
294 
290 
321 
306 
305 
327 
318 

102 
101 
101 
107 
97 
101 
107 
101 
103 
93 
108 
102 
102 
101 
103 
99 
102 
100 
107 
105 
106 
113 
108 
110 
101 
97 
99 
93 
104 
99 
108 
100 
102 

2,014 
2,269 
2,161 
3,185 
2,938 
3,040 
2,275 
2,418 
2,359 
2,386 
2,917 
2,699 
2,030 
2,289 
2,190 
2,033 
2,305 
2,186 
2,081 
2,535 
2,327 
1,955 
2,265 
2,133 
2,096 
2,300 
2,213 
1,959 
2,260 
2,124 
1,864 
2,167 
2,040 

黒毛和種　全国計

兵　庫

鹿児島

岐　阜

栃　木

熊　本

佐　賀

福　島

宮　崎

岩　手

秋　田

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

都道府県 市　場 性 上場頭数 平均価格 体重　kg 単価　円/kg円/頭（税込） 円/頭（税込）前回平均 前回比　％

但 　 馬

薩 　 摩

飛 　 騨

矢 　 板

熊 本 県

畜産センター

本 　 宮

児 　 湯

県 　 南

総 　 合

JA全農が提供する畜産総合情報サイト「JACCネット」　　　https://jaccnet.zennoh.or.jp/

子牛市場情報
和牛素牛全国主要市場成績令和5年3月度　̶ 雌・去勢計の高値上位10市場（3月14日時点）̶

令和5年2・3月開催

和牛枝肉共励会情報

和牛枝肉共励会・子牛市場情報
表の見方：①各共励会の受賞牛の上位２位を掲載。 ②順位がない場合は、単価上位２位を掲載。 ③平均値は全体成績の平均。

◎令和5年3月2日（東京食肉市場）　宮城県・令和4年度JAみやぎ登米肉牛部会「後継者育成」枝肉研究会　（和牛去勢20頭、雌4頭　合計24頭出品）
若百合
福之姫
（平均値）

美国桜
美津照重

安福久
勝忠平

和
和

去勢
去勢

950
940

（857.1）

641
588

（556.4）

67.5
62.6
（64.9）

2,803
2,742
（2,499）

A5
A5

114
73

（82.6）

10.1
9.2
（8.9）

12
12

（9.8）

1,796,723
1,612,296
（1,391,589）

◎令和5年3月3日（東京食肉市場）　宮城県・JA古川肉牛部会第21回肉牛枝肉研究会　（和牛去勢14頭、雌10頭　合計24頭出品）
茂福久
茂福久
（平均値）

諒太郎
隆之国

忠富士
安茂勝

和
和

去勢
雌

－
－
－

628
499

（535.4）

－
－
－

3,026
3,200
（2,514）

A5
A5

123
90

（78.2）

9.1
8.7
（8.5）

12
12

（9.3）

1,900,328
1,596,800
（1,352,919）

◎令和5年3月3日（東京食肉市場）　茨城県・第50回茨城県常陸牛枝肉共励会　（和牛去勢62頭、雌18頭　合計80頭出品）
福之姫
福之姫
（平均値）

安福久
安福久

－
－

和
和

去勢
去勢

－
－
－

574
572

（574.8）

－
－
－

4,001
3,705
（2,537）

A5
A5

98
108

（84.8）

9.7
9.5
（8.7）

12
12

（9.9）

2,296,574
2,119,260

（1,457,433）

◎令和5年3月7日（東京食肉市場）　鳥取県・令和4年度 「鳥取和牛」特定種畜枝肉研究会　（和牛去勢17頭、雌3頭　合計20頭出品）
白鵬85の3
白鵬85の3
（平均値）

安福久
美国桜

金幸
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

650
523

（521.9）

－
－
－

3,165
2,609
（2,416）

A5
A5

101
98

（77.8）

10.8
10.0
（8.9）

12
12

（8.7）

2,057,250
1,364,507
（1,266,817）

◎令和5年3月9日（東京食肉市場）　宮城県・第90回みやぎ仙南農協肥育牛部会枝肉共進会　（和牛去勢19頭、雌5頭　合計24頭出品）
茂福久
福之姫
（平均値）

第1花藤
百合茂

好平茂
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

609
614

（568.1）

－
－
－

2,723
2,717

（2,399）

A5
A5

88
98

（75.0）

8.6
8.7
（8.8）

12
12

（9.0）

1,658,307
1,668,238
（1,360,676）

◎令和5年3月9日（東京食肉市場）　栃木県・第47回「とちぎ和牛」枝肉共励会　（和牛去勢68頭出品）
百合白清2
福之姫
（平均値）

安福久
幸紀雄

勝忠平
安福久

和
和

去勢
去勢

－
－
－

609
610

（585.2）

－
－
－

5,004
3,051

（2,500）

A5
A5

111
96

（86.0）

10.6
9.4
（9.1）

12
12

（9.8）

3,047,436
1,861,110

（1,467,172）

◎令和5年3月15日（東京食肉市場）　栃木県・第147回JAなすの肥育牛部会和牛枝肉研究会「とちぎ和牛」　（和牛去勢29頭、雌2頭　合計31頭出品）
美津金幸
勝早桜5
（平均値）

安福久
安福久

百合茂
平茂晴

和
和

去勢
去勢

－
－
－

548
668

（570.6）

－
－
－

2,874
2,813

（2,385）

A5
A5

89
91

（79.9）

8.5
9.3
（8.7）

12
12

（9.6）

1,574,952
1,879,084
（1,362,309）

薩

◎令和5年2月16日（東京食肉市場）　新潟県・令和4年度三農協合同肉牛枝肉研究会（宮城・新潟・青森）　（和牛去勢10頭、雌2頭　合計12頭出品）
福之姫
百合福久
（平均値）

美津照重
華春福

金幸
金幸

和
和

去勢
去勢

－
－
－

512
510

（479.8）

－
－
－

2,614
2,596
（2,350）

A5
A5

67
80

（68.6）

8.6
8.7
（7.8）

12
11

（8.3）

1,338,368
1,323,960
（1,126,524）
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令和3・4年令和4・5年
1,300
1,550
1,800
2,050
2,300
2,550
2,800

9 10 11 12 1 2

2,296

2,281 2,331

2,340

2,377

2,465
2,578

2,399
2,344

2,291 2,205

2,263

（月）

（円）

350

450

550

650

750（円）

9 10 11 12 1 2 （月）

636

600

619

528
565

493

578

565
530

506 511

588

令和3・4年令和4・5年
600

725

850

975

1,100

2,040

2,330

2,620

2,910

3,200

8 9 10 11 12 1 （月）

2,553

847 904
2,642

2,734

2,604

847

2,568

2,780
885

968
919

（円）（g）

家計消費金額（円）家計消費量（g）
140

180

220

260

300

340（円）

9 10 11 12 1 2 （月）

令和3・4年令和4・5年
2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100（円）

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200（g）

8 9 10 11 12 1

1,797
1,835 1,937

1,823

3,047

2,925

2,691 2,710

2,864

2,760 1,995

1,872

（月）

家計消費金額（円）家計消費量（g）

600

800

1,000

1,200

9 10 11 12 1 2

962

993 1,041

871
1,032

1,115 1,084

1,029

1,024

922

995

939

（月）

（円）

令和3・4年令和4・5年
1,200

1,700

2,200

2,700

3,200

350

450

550

650

750

8 9 10 11 12 1

508

1,958

532

1,722 1,779

533

1,731

456

1,783

652

3,084

491

（月）

家計消費金額（円）家計消費量（g）

（円）（g）

200

400

600

1,000

800

（円）

9 10 11 12 1 2 （月）

むね肉もも肉

667
（115.0％）

697
（115.6％）

729
（117.8％）

773
（120.6％）

805
（124.0％）

800
（123.8％）

（　） ： 前年比

364
（115.2％）

376
（114.6％）

396
（118.9％）

417
（122.6％）

422
（127.9％）

414
（128.2％）

900

1,150

1,400

1,650

1,900

900

1,150

1,400

1,650

1,900

8 9 10 11 12 1

1,854

1,559

1,386

1,505

1,309

1,534

（月）

家計消費金額（円）家計消費量（g）

（円）（g）

1月の全国肉豚出荷頭数は、1,384千頭（前年比
96.8%）と前年を下回った。地域別出荷頭数を前年比で
見ると、北海道104.7%と北陸甲信越101.2%は前年を
上回ったものの、その他の地域は前年を下回った。2月の
全国と畜頭数の速報値も1,294千頭（同97.1%）と前年
を下回る見込み。
1月の輸入通関実績は、豚肉全体で74.9千t（前年比
90.7%、前月比108.7%）と前年を下回った。内訳は、チ
ルドが34.6千t（同88.7%、同129.8%）、フローズンは
40.4千t（同92.5%、同95.4%）。国別で見ると、チルドは
米国・カナダの現地価格が高値で推移したため減少し、
価格優位性のあるメキシコが増加した。

総務省発表の1月度家計調査報告によると、全国2人
以上の1世帯あたり豚肉購入数量は1,872g（前年比
97.3%）、支出金額が2,925円（同106.2%）となり、購入
量は前年を下回ったが、金額は前年を上回った。（※
2019年度比：購入量100.1%、金額112.8%）。
2月の東京市場枝肉卸売価格（速報値）は需給が引き
締まり、588円/㎏（同115.1%）と高値で推移した。3月
の相場は、季節需要に期待ができること、国内出荷頭数
が前年を下回ること、輸入チルド豚肉の低位な輸入量等
から、強含みに推移する予想。ただ、月後半は決算期の在
庫調整から弱含みも想定されるため、月平均ではもち合
いから弱含みとなる見通し。

1月の成牛と畜頭数は、83.9千頭（前年比103.1%）と前年
を上回った。内訳は、和牛36.1千頭（同102.8%）、交雑牛20.0
千頭（同107.3%）、乳牛去勢10.4千頭（同89.7%）となった。
1月の輸入通関実績は、全体で39.9千t（前年比
98.8%、前月比106.6%）と前年を下回り、内訳ではチル
ド16.1千t（同98.4%、同104.1%）、フローズン23.8千t
（同99.0%、同108.4%）となった。国別では、チルドは
ニュージーランドを除き、減少した。
総務省発表の1月度家計調査報告によると、全国2人
以上の1世帯あたり牛肉購入量は491g（前年比90.3 
%）、支出金額が1,783円（同100.1%）となり、購入量は

前年を下回ったが、支出金額は前年並みだった。（※
2019年度同月比：購入量89.6%、金額98.5%）
2月の東京市場枝肉卸売価格（速報値）は、和牛去勢
A5が2,534円（前年比99.9%）、A4が2,205円（同
97.4%）、交雑牛B3が1,385円（同97.2%）、乳牛去勢
B2が939円（同94.4%）だった。消費者の生活防衛意識
が一層高まったことで、いずれも前年を下回った。
3月の相場は、月前半は引き続き弱含みな展開が予想

されるが、後半からはマスク緩和による宴会需要の回復
やGW需要が期待でき、月平均では強含みに推移する見
通し。一方、乳牛去勢牛はホテル等での引き合いなどか
ら、もち合いから強含みを見込む。

　1月の全国の餌付け羽数は7,920千羽（前年比99.3 
%）。東日本が前年比104.4%と増加した一方、西日本は
93.3%と減少した。東日本は北海道エリアが150.6%と
大きく増加し、北陸エリアで54.4%と大幅に減少した。
　1月の1人あたり家計消費量は898g（同96.9%）。令
和3年比で94.4%、コロナ禍前の令和元年比で101.9%
だった。令和5年の初市はMサイズが止市から40円落ち
の260円で始まり、鳥インフルエンザの影響による供給
不足が目立ち始め、量販店でも品薄状態となった。
　2月の東京相場の月間平均は、Mサイズ327円（前年
比+152円、前月比+47円）。供給面では、全国的に鳥イ
ンフルエンザの発生が続いていることから、産地在庫は

低位に推移している。需要面では、供給不足の影響によ
り、量販筋は販売数量を制限している状況。また、業務・
外食筋も需要の盛り上がりが見られ、加工筋も在庫不足
の状況から強い引き合いが継続している。
　今後、長期化している鳥インフルエンザの影響による
大幅な稼働羽数の減少と令和4年の年間累計の餌付け
羽数の下振れ（前年比94.5%）により、全体的な需給は
当面の間、不足感の強い状況が続く見通し。外食産業や
インバウンド需要の盛り上がりといった好材料もあり、相
場展開はテーブルエッグ、業務・外食筋等の堅調な需要
に対し、当面は供給が追いかける展開になることが予想
され、強含みの展開となると予測する。

生産・処理動向調査によると、1月の推計実績は処理
羽数60,091千羽（前年比100.8%）、処理重量182.3千
t（同101.1%）となった。前月時点の計画値より処理羽数
は1.8%下方修正され、処理重量はほぼ計画値通りと
なった。育成は概ね順調で、処理羽数の前月計画からの
減少に比べ、処理重量の減少値が少なかったことから、
増体は良かったことがうかがえる。
財務省が2月24日に公表した貿易統計によると、1月
の鶏肉（原料肉）の輸入量は前月から+0.1千tの44.4千t
（前年同月比-9.4千t）で、国別ではブラジルが+2.2千t、
タイで-1.4千tだった。国産品価格が依然として高値で
推移している影響を受け、今後も一定の需要は継続され
ることが予想される。
1月の推計期末在庫は国産24.4千t（前年比69.6%・

前月差-0.2千t）、輸入品125.6千t（同101.9%・同+1.4
千t）と合計で150.0千t（同94.8%・同+1.2千t）となっ
た。2月の月平均相場は、もも肉800円/kg（前月差-5
円）・むね肉414円/kg（同-8円）、正肉合計で1,214円
/2kgと前月を13円下回り、前年同月を245円上回った。
もも肉相場は月初802円、月末は806円となり（昨年は
月初646円、月末639円で7円の下げ）、昨年を大幅に上
回った。
3月の生産量は、ほぼ前年並みの計画。しかし、鳥イン

フルエンザの発生が続いており、今後も拡大する恐れが
ある。量販店は相場高の影響で輸入解凍品や手羽元を
価格訴求品として販売している店舗も多く、加工原料も
再び輸入品に切り替える動きがある。もも肉相場・むね肉
相場ともに下げのもも肉相場月平均790円、むね肉相場
月平均405円と予測する。

鶏卵の家計消費量と消費金額（全国1世帯あたり）鶏卵取引価格・全農たまごMサイズ基準値（東京）豚枝肉の家計消費量と消費金額（全国1世帯あたり）
【令和5年4月の相場予想】※東京市場 上物・税込550円

【令和5年4月の相場予想】　◎もも肉：780円　◎むね肉：390円
牛肉の家計消費量と消費金額（全国1世帯あたり）

ブロイラー（正肉）市況の推移 ブロイラーの家計消費量と消費金額（全国1世帯あたり）

【令和5年4月の相場予想】※東京市場 税込
◎和牛去勢A4：2,300円　◎交雑去勢B3：1,450円　◎乳牛去勢B2：950円

豚枝肉「上」の卸売価格（東京食肉市場）

和牛枝肉「去勢A-4」の卸売価格（東京食肉市場）

乳用枝肉「去勢B-2」の卸売価格（東京食肉市場）

マーケット情勢（全農畜産総合対策部・3月まとめ） 各畜種の家計消費量・家計消費金額は総務省家計調査より

豚肉 鶏卵

鶏肉牛肉

213 213

262

210

280

175

223
239

207

284

151

327

1,372

1,574 1,729

1,491

1,492

1,495
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表紙写真
岩手山麓ディリーサポート牛群飼養管理部門のお二人と、栃
木県立宇都宮白楊高等学校の生徒の皆さん
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　コロナ禍になってから、初の実開催
（Web併用）となった第6回和牛甲子
園。40校もの高校が参加し、過去最多
での開催となりました。
　年々熱量が増えていくことが嬉しく、
皆さんの高校生離れした発表や取り組
みには驚きしかありません！今後も高校
“牛児”の皆さんの更なる躍進を期待して
います！　　　　　　　　　 （D.K.）

編集後記

本誌に対するご意見や、読者アンケートにお
答えをいただいた方の中から、抽選でJAタウン
に出品されている各地の名産品等をプレゼン
トします。申し込みはとじ込みハガキ・FAX用
紙・QRコードをご利用ください。当選者の発
表は発送をもって代えさせていただきます。

締め切り
2023年

5月１9日（金）到着分まで

プレゼント

令和５年４月発行（季刊）※本誌の無断転載を禁じます

ちくさんクラブ21及びハガキ・FAX・メール、アンケートの個人情報保護法対応
ご提供いただいた個人情報は①誌面企画への反映、②質問に対する回答発送、③意見に対する確認作業、④プレゼント発送に利用いたします。また、この情報はJA全農からの情報提供を
目的として利用させていただくこともあります。個人情報はJA全農個人情報保護方針に基づき厳重に管理いたします。詳しくは「JA全農ホームページ」にあります個人情報に関するご案内をご
覧ください。https://www.zennoh.or.jp

ちくさんクラブ21 Webサイト 畜産の“今”をお伝えする
ちくさんクラブ21のWebサイト。
最新の畜産情報から、営農に役立つ
技術情報まで満載です‼

今すぐチェック！

 ちくさんクラブ21
 (chikusan-club21.jp)閲覧ランキング！

4位

5位

3位 拡大する中国の牛肉市場
140号 海外レポート

夏が来る前に
サシバエ対策を！
139号 
教えて中研 
養牛

牛サルモネラ症対策
「畜舎消毒のポイント」
140号 
Dr.ジーア

※令和５年２月１日～２月28日までの閲覧数を集計

読んで
ナットク

‼

１位
「とうもろこしの
価格高騰」に迫る

141号 海外レポート

2位 牛サルモネラ症の対策について
141号Dr.ジーア

気になる記事を読みたい時は？
ちくさんクラブ21 ホームページの　をクリック
して、表示された検索ウインドウのキーワード入
力欄に、検索ワードを入力してください。

　長野県オリジナル品種「シナノゴールド」は、長野生まれの黄色りんご。糖
度は14～15％と高いですが、酸味は0.4～0.5％と強め。甘味と酸味のバラ
ンスがとてもよく取れており、その香りは柑橘類にたとえられ、さわやかな風味
が特徴です。
　「まるごとしぼりシナノゴールド」は、このシナノゴールドの酸味を活かし、
さっぱりとした飲みやすさが「おいしい！」と、根強いファンが多く、JAタウンで
は毎年完売するほどの人気商品です。シナノゴールドのストレート果汁100％
の果肉入りりんごジュース、ぜひ、この機会にご賞味ください！

▶梅雨や初夏の対策について教えてください。
▶今号から農業高校を紹介する「きてみて！うちの学校」がスタートしました。畜産
を学ぶ高校“牛児”へのメッセージをお願いします。

　今年の桜は全国的に例年より早めの開花となりました。気象庁によると8月までの平均気温は全国的に平年並み、
または高くなるという予報が出ており、夏の到来は早くなりそうです。
　「ちくさんクラブ21」では、Web掲載の過去号を含め、畜種ごとにさまざまな暑熱対策を紹介していますの
で、早めの暑さ対策に取り組んでみてはいかがでしょうか。
　今回は、気になる畜産の新技術や商品、春から農場で働く新入社員へのエールについてお聞きしました。

※お寄せいただいたご意見・ご要望につきましては、誌面制作の参考と
　させていただきます。

「読者の広場」には締め切り日までにいただいた分を掲
載しています。

今回のテーマ

読者からひと言
気になる畜産の新技術・商品は
なんですか？

●144号で紹介された「Hapimo P-Scale ハイコープ

ver.」の子牛用があれば購入したい。 　　　　　　

　　　　　　　　　（埼玉県・黒毛和牛　梅沢幸司さん）

●ネズミなどの畜舎内、飼料の汚損・咬害対策や駆除

の方法。　　　 （岩手県・黒毛和牛繁殖　山本勇子さん）

●編集の皆さまへ！　今年の4月をもって、全ての豚の

出荷を終え、53年間の養豚業に終止符を打つことに

しました。この間、皆さまからいただいたご支援に心

より御礼申し上げます。   （茨城県・養豚　匿名希望さん）

●読者プレゼントに「キャップ」or「ヤッケ」or「手袋」

など、実用的なものがあると嬉しいです。   　　　　

　　　　　　　　    （秋田県・黒毛和牛　児玉 等さん）

お調べしましたが、牛用の非接触型体重推定計はないよう
です。牛用の製品がでてきたら本誌でご紹介させていただき
ます！

日本の養豚を支えていただき、感謝でいっぱいです。53年
間、本当にお疲れさまでした。

ありがとうございます！ご要望うけたまわりました。実用的なも
のも選ぼうと思います。

本誌Vol.144の「教えて！中研」で特集させていただきまし
た。今後も新たな防鼠対策の製品や取り組みをご紹介させ
ていただきます！

春から農場で働く新入社員に
エールをお願いします！

●初志貫徹をモットーに。 　　　　　　　　　　　 

　 （徳島県・徳島県ブランド豚 阿波とん豚　とんとんさん）

●人も牛も同じで、愛情を一杯かけてやることが大事だ

と思っています。　　 （福島県・黒毛和牛　中川 源さん）

「暑熱対策　豚」
など、キーワードを
入力して「検索」
ボタンをクリック！

JA松本ハイランドより
「まるごとしぼりシナノゴールド」

（1000ml×2本）

松本地域で栽培されたシナノゴールドのみ使用

１０
名様!!

携帯やスマートフォンのカメラ機能で
QRコードを読み取って応募することもできます！
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「ＪＡ全農 ホットミルクと真夜中のモ～ツァルト」とは、

ホットミルクを飲みながら安眠を促す超熟睡ＢＧＭコンテンツです。      

 入眠効果が期待されるホットミルクとともにぜひ聞いてみてください！

全農酪農部ホームページ「モゥ～っと牛乳」

https://www.zennoh.or.jp/milk/index.html

知ってました？

牛乳って眠りに良いんです。

ストレス社会で生きる現代人が抱える悩み、

「睡眠」。

なかなか眠れない夜って、本当につらいですよね。

実は、牛乳はストレスを軽減し、

眠気を誘導する効果があると言われています。

皆さんも、ぜひ牛乳を飲んで、

こころとからだをゆっくり休めましょう。

本社資材・大家畜事業部

北海道駐在
北九州営業所
南九州営業所


